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農
業
を
軸
に
し
た

新
た
な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

新
た
な
役
割
を
備
え
た

道
の
駅

「仁
保
の
郷
」

道
の
駅
「
仁
保
の
郷
」
で
は
、
朝
市
広

場
の
売
り
場
面
積
が
広
が
り
、
地
元
産
の

野
菜
や
加
工
品
等
、
約
２
０
０
０
種
類
も

の
商
品
が
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
本
市
農
産
物
・
特
産
品
の
さ
ら
な

る
販
売
促
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ

な
い
「
食
」
を
支
え
る
大
切
な
産
業
で
す
。

本
市
で
は
、「
食
」
と
「
農
」
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
生
産
者
と
市
民
、

さ
ら
に
は
都
市
部
か
ら
の
来
訪
者
と
の
つ

な
が
り
を
広
げ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
朝
市
や
直
売
所
の
連
携
を
深
め
、

運
営
者
同
士
が
消
費
者
の
声
や
販
売
の
工

夫
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
地
産
地
消
の
輪

を
さ
ら
に
広
げ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
、
直
接

話
が
で
き
る
交
流
の
場
づ
く
り
を
進
め
、

安
全
・
安
心
で
新
鮮
な
農
産
物
を
届
け
る

こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加
え
、
農
村
地

域
な
ら
で
は
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

で
、
都
市
部
と
の
交
流
を
促
し
、
地
域
の

に
ぎ
わ
い
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
先
日
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し

た
道
の
駅
「
仁
保
の
郷
」
の
新
た
な
機
能

と
、
地
域
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
む
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
農
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
１
４

問

道
の
駅
「
仁
保
の
郷
」
に
は
、
天
候
に
左

右
さ
れ
ず
に
利
用
で
き
る
「
室
内
型
通
り
抜

け
広
場
」
が
新
た
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

広
場
で
は
、
仁
保
地
域
の
風
景
や
歴
史
を

映
し
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

が
上
映
さ
れ
る
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
の
際
は

ブ
ー
ス
出
店
等
も
行
わ
れ
、
対
面
で
の
販
売

や
交
流
を
通
じ
て
、
訪
れ
た
方
が
仁
保
地
域

の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
、
に
ぎ
わ
い
の
場
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
創
出

▲�本館とレストランを
つなぐ室内型通り抜
け広場
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地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

道
の
駅
「
仁
保
の
郷
」
で
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

仁
保
地
域
で
は
、
空
き
家
の
庭
に
実
る

柿
が
手
入
れ
さ
れ
ず
に
残
り
、
有
害
鳥
獣

の
出
没
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
方
が
中
心
と
な
り
柿
の
収
穫
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

昨
年
着
任
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

澤
隊
員
は
、
そ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
、

収
穫
し
た
柿
を
使
っ
て
、
仁
保
田
舎
の

べ
っ
ぴ
ん
さ
ん（
※
）と
共
に「
柿
ジ
ャ
ム
」

等
を
共
同
開
発
し
、
商
品
化
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
商
品
は
、
道
の
駅
「
仁
保
の

郷
」
で
販
売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
澤
隊
員

が
店
頭
に
立
ち
、
商
品
に
込
め
た
思
い
や

ス
ト
ー
リ
ー
を
直
接
伝
え
て
い
ま
す
。

購
入
者
か
ら
は
「
地
域
を
応
援
し
た
く

な
る
」「
背
景
を
知
る
と
よ
り
お
い
し
く

感
じ
る
」
と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
、
地

域
の
思
い
や
課
題
を
知
っ
て
も
ら
う
貴
重

な
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
「
仁
保
の
郷
」
で
は
、
地
域
資

源
を
生
か
す
こ
と
で
、
人
と
人
が
つ
な
が

り
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
が
育
ま
れ
て
い
ま

す
。

※
地
元
産
の
野
菜
や
果
物
を
加
工
し
、
販

売
す
る
仁
保
地
域
在
住
の
女
性
た
ち
。

地
域
で
育
ま
れ
た
新
鮮
な
農
作
物
を
活

用
し
た
加
工
品
の
販
売
促
進
と
雇
用
増
加

を
目
的
に
、
朝
市
広
場
内
に
新
た
に
特
産

物
加
工
施
設
も
設
置
し
ま
し
た
。

道
の
駅
「
仁
保
の
郷
」
内
の
加
工
場
で

加
工
か
ら
販
売
ま
で
を
一
体
的
に
行
う
こ

と
で
、
付
加
価
値
の
向
上
と
地
産
地
消
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

そ
し
て
、
仁
保
地
域
を
訪
れ
た
方
が
地

域
の
食
や
暮
ら
し
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
を

創
出
す
る
こ
と
で
、
生
産
者
の
思
い
や
地

域
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
発
信
し
、
地
域
の
魅

力
を
広
く
伝
え
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

魅
力
発
信

仁
保
地
域
で
は
、
豊
か
な
自
然
に

育
ま
れ
た
農
産
物
を
生
か
し
、
加
工

や
販
売
を
行
う
、
6
次
産
業
化
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
、
地
域
外
か
ら
移
住
し
て
き
た

人
の
新
し
い
視
点
が
加
わ
り
、
地
域

の
特
産
品
を
使
っ
た
商
品
開
発
や
、

販
売
を
行
う
こ
と
で
、
訪
れ
る
人
に

仁
保
な
ら
で
は
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
て
、
地
域
資
源
に

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
と
と
も

に
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

「
仁
保
ら
し
さ
」
を
形
づ
く
っ
て
い

ま
す
。

道
の
駅「
仁
保
の
郷
」の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
契
機
に
、
農
業
振
興
を
通
じ

た
に
ぎ
わ
い
創
出
が
、
よ
り
一
層
高

ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲��朝市広場に並ぶ、仁保地域で作られた
漬物

▲�有害鳥獣対策として収穫した未利用の柿
を活用して作られた「柿ジャム」

▲「柿ジャム」を作っている澤隊員の様子

農
業
を
中
心
と
し
た

   

地
域
活
性
化
を
目
指
す

農業振興課
主事　井本元気
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市
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
執
行
さ
れ

て
い
る
か
、
令
和
�
年
度
下
半
期
（
令

和
�
年
�0
月
�
日
~
令
和
8
年
�
月
��

日
）
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
一
般
・
特
別
会
計
と
も
、
会
計
年
度

は
�
月
１
日
か
ら
翌
年
の
�
月
��
日

ま
で
で
す
が
、
令
和
8
年
5
月
��
日

ま
で
は
現
金
の
出
し
入
れ
が
あ
る
た

め
、
決
算
額
と
は
異
な
り
ま
す
。

財
政
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
０

■
一
般
会
計

令
和
�
年
度
一
般
会
計
の
予
算
は
、

当
初
予
算
に
令
和
6
年
度
か
ら
の
繰

越
額
60
億
�
１
２
５
万
円
を
含
め

た
、
１
０
２
９
億
１
１
２
５
万
円
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
増
額
・

減
額
補
正
を
行
い
、
最
終
の
予
算
は

１
０
６
７
億
７
１
８
６
万
円
（
市
民
�

人
当
た
り
約
5�
万
円
）と
な
り
ま
し
た
。

※
市
民
１
人
当
た
り
の
数
値
の
算
出

は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
の
人

口
で
あ
る
�8
万
６
２
６
５
人
を
参
考

に
し
て
い
ま
す
。

˞༧ֹݱࢉʹ͸ɺ令和6年౓͔Βͷ܁ӽֹ60ԯ�
�25ສԁΛؚΜͰ͍ま͢ɻ

ʲऩೖܭ߹ֹࡁʳ
82�ԯ�
585ສԁ
（ऩೖࡁ཰���5ˋ）

ʲࣥܭ߹ֹࡁߦʳ
���ԯ6
68�ສԁ
（ˋ��཰88ࡁߦࣥ）
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119億320万円
13 億5,690万円（11.4％）

82億5,988 万円

82億8,053万円

27億9,144万円

78億6,958万円

68億8,725万円（83.4％）

34億925万円（41.2％）

80億5,976万円（102.4％）

0 50億 100億 150億 200億 250億 300億
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47億5,715 万円
45億7,101 万円（96.1％）

193億6,241万円
191億3,318万円（98.8％）

195億4,902万円

  148億2,597万円

275億1,921万円

287億　5,580万円

107億9,329万円
107億5,296万円（99.6％）

73億3,022万円
64億228万円（87.3％）

73億1,476万円
65億6,379万円（89.7％）

95億4,699万円
85億6,412万円（89.7％）

49億3,699万円
40億9,843万円（83.0％）

70億6,340万円
55億1,959万円（78.1％）

6億1,747万円
5億1,794万円（83.9％）

9億 3,783万円
6億 2,202万円（66.3％）

̍ਓ౰ͨΓͷ
༧ֹࡁߦࣥࢉ

山
口
市
の

財
政
状
況

ೖࡀ

ग़ࡀ

（95.7％）

（86.9％）

15億4,433万円（55.3％）

159億3,340万円
147億4,297万円（92.5％）

ʜ༧ֹݱࢉ
ʜऩೖֹࡁ

326億1,173万円

（75.8％）

375億4,036万円
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市 ࠴ ઃ੔උ౳ʹඞཁͳެతࢪڞެ
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ͼٴྉ༺࢖
ख ਺ ྉ ౳

ߦઃར༻ྉやূ໌ॻͷൃࢪ
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ͦ ͷ ଞ
ަ ෇ ۚ ౳

Ίͨ੫ۚͷҰ෦Λू͕ݝやࠃ
഑෼͢Δ΋ͷ

ॾ ऩ ೖ ି෇ۚͷݩརऩೖやࡶೖͳͲ

ຽ ੜ අ ࢧҭͯࢠɺࢱ෱ऀ֐やোऀྸߴ
ԉ�ͳͲ…1人当たり175,083円

૯ ຿ අ 市ͷӡӦや஍Ҭͷৼڵɺ市੫
ͷො՝௃ऩ��ͳͲ…79,151円

ެ ࠴ අ 市࠴ͷঈؐͳͲ
　　　　　　　 …57,729 円

౔ ໦ අ ಓ࿏やՏ઒ɺެԂɺ市Ӧॅ୐
ͷ؅ཧɺ੔උͳͲ…45,978円

ڭ ҭ අ খதֶߍや༮ஓԂͷ؅ཧɺࣾ
ձڭҭ� ͳͲ　…34,372 円

Ӵ ੜ අ อ݈ɾ༧๷ରࡦやڥ؀อશɺ
͝Έॲཧ�ͳͲ� …35,239円

঎ ޻ අ ঎ۀ޻やޫ؍ͷৼڵɺۀا༠
க�ͳͲ　　　　…29,633円

೶ ྛ ਫ
࢈ ۀ අ

�೶ྛਫۀ࢈ͷৼڵͳͲ
…22,003円

ফ ๷ අ ফ๷やٸٹɺ๷ࡂରࡦ�ͳͲ
　　　　  　…24,540円

අچ෮֐ࡂ ಓ࿏ɾՏ઒ɾ೶஍ͷ֐ࡂ෮چ�
ͳͲ　　　　　　�…3,339円

ͦ ͷ ଞ ٞձӡӦɺޏ༻�ͳͲ
…2,781円

350億 400億

ʜ༧ֹݱࢉ
ʜֹࣥࡁߦ
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2 ಛผձܭͷऩࢧঢ়گ（̏ 月຤ࡏݱ）

ೖ　　　　　ࡀ

߲　　　໨ ༧ֹݱࢉ ऩೖֹࡁ ऩೖࡁ཰

ࠃ ຽ ݈ ߁ อ ݥ ��2ԯ6
��2ສԁ �6�ԯ�
�05ສԁ 85�2ˋ

ҩྍऀྸߴظޙ �2ԯ�5�ສԁ �8ԯ2
���ສԁ ���0ˋ

հ ޢ อ ݥ �86ԯ8
8�6ສԁ �52ԯ8
�22ສԁ 8��8ˋ

հޢαʔϏεۀࣄ �
252ສԁ 886ສԁ �0�8ˋ
ர મ ࢘ ୈ ೋ
ஂ ஍ ੔ උ ࣄ ۀ �ԯ�
�08ສԁ �ԯ�
�08ສԁ �00�0ˋ

஍ҬԼਫಓۀࣄ 8�2ສԁ 50�ສԁ 5��5ˋ

ࠃ ຽ ॓ ࣷ �
5�2ສԁ �
555ສԁ �0��5ˋ

ಛ ผ ྛ ໺ 8�6ສԁ 8��ສԁ ���8ˋ

߹ ܭ �25ԯ�
5��ສԁ �5�ԯ56�ສԁ 8���ˋ

ग़　　　　　ࡀ

ֹࡁߦࣥ ཰ࡁߦࣥ ̍ਓ౰ͨΓͷ
༧ֹࡁߦࣥࢉ

���ԯ6
006ສԁ 8���ˋ �2
�2�ԁ

�0ԯ5��ສԁ �5�2ˋ 2�
50�ԁ

�66ԯ 5
555ສԁ 8���ˋ 8�
���ԁ

�
0�6ສԁ 8��5ˋ 56ԁ

�ԯ�
�08ສԁ �00�0ˋ �
8�0ԁ

5��ສԁ 6��8ˋ ��ԁ

�
525ສԁ ���5ˋ 82ԁ

8��ສԁ �6��ˋ �5ԁ

�8�ԯ�
�8�ສԁ 8��8ˋ 205
0��ԁ

︻
主
な
下
半
期
の
増
額
補
正
予
算
︼

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
費

　
　
　
　
　
　

５
億
８
０
０
０
万
円

・
物
価
高
騰
対
応
生
活
環
境
支
援
事
業

費
（
水
道
料
金
減
免
）

　
　
　
　
　
　

5
億
5
０
０
０
万
円

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
給

付
事
業
費

��������������������������������������
３
億
円

・
学
校
給
食
運
営
費
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

��　
　
　
　
　

��

３
億
円

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
国
の
「
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

３
月
末
現
在
の
一
般
会
計
の
収
支
状

況
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

■
特
別
会
計

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

な
ど
、
特
定
の
目
的
を
も
っ
て
事
業
を

行
う
場
合
に
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て

経
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。
３
月
末

現
在
の
特
別
会
計
の
収
支
状
況
は
、
表

��

の
と
お
り
で
す
。

■
市
債

�
月
末
現
在
の
市
債
残
高
見
込
み

は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

̍

2

�

͜ΕΒͷࡒ੓ঢ়گ౳͸ɺ΢ΣϒαΠτ͔Β͝ཡʹͳΕま͢ɻ
Λگ੓ঢ়ࡒըʯやɺຊ市ͷܭ੓ӡӦࡒ市ޱࢁຊํ਑Λࣔͨ͠ʮج੓ӡӦͷࡒ
෼͔Γや͘͢ҰൠՈఉʹྫ͑ͨʮޱࢁ市ͷ୆ॴࣄ৘ʯ΋͍ͯ͠ࡌܝま͢ɻ

̏ 市࠴౳ͷঢ়گ（̏ 月຤ࡏݱ）

۠　　　෼ �月຤ߴࡏݱ

Ұ ൠ ձ ܭ �
08�ԯ �
22�ສԁ

ಛ ผ ձ ܭ �ԯ�80ສԁ

߹ ܭ �
085ԯ �
�0�ສԁ
্ ه ʹ ର
͢ Δ ར ଉ 6�ԯ�
�68ສԁ

Ұ ࣌ आ ೖ ۚ ̌ԁ

市࠴͸ɺֶߍやಓ࿏ɺެԂͳͲΛ੔උ͢ΔͨΊͷआೖۚͰ͢ɻ
௕ؒظʹΘͨͬͯ࢖༻͢Δ͜ΕΒͷࢪઃʹ͍ͭͯ
͸ɺݐઃ͚࣌ͩͰͳ͘ޙ年౓ʹ࢖༻͢Δํʹ΋ෛ
୲ΛٻΊΔ͜ͱͰɺੈ୅ؒͷෛ୲ͷެฏΛਤΔͱ
͍͏ޮՌ΋༗͍ͯ͠ま͢ɻ市Ͱ͸ɺฦܭࡁըʹ഑
ྀ͠ͳ͕Βকདྷͷੈ୅ʹա౓ͳෛ୲Λ͞࢒ͳ͍Α
͏ɺࠃͷࡒ੓ࢧԉાஔ͕͋Δ市࠴Λ༗ޮʹ׆༻͠ɺ
࣮࣭తͳকདྷෛ୲ͷ཈੍ͳͲʹऔΓ૊ΜͰ͍ま͢ɻ

▲山口市財政
運営計画

▲山口市の
���台所事情
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お電話での問い合わせが困難な方は、お名前、FAX番号を明記の上、下記まで
ご連絡ください。担当へおつなぎします。広報広聴課　　083-934-2643

暮
ら
し

▼
本
庁
舎
・
山
口
（
〒
７
５
３
‐
８
６
５
０
亀
山
町
２
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
４
１
１
１
▼
阿
知
須
（
〒
７
５
４
‐
１
２
９
２
阿
知
須
２
７
４
３
）
☎
０
８
３
６
‐
６
５
‐
４
１
１
１

▼
小
郡
（
〒
７
５
４
‐
８
５
１
１
小
郡
下
郷
６
０
９
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
２
４
１
１　
　
▼
徳
地
（
〒
７
４
７
‐
０
２
９
２
徳
地
堀
１
５
６
１
‐
１
）
☎
０
８
３
５
‐
５
２
‐
１
１
１
１

▼
秋
穂
（
〒
７
５
４
‐
１
１
９
２
秋
穂
東
６
５
７
０
）
☎
０
８
３
‐
９
８
４
‐
２
１
２
１　
　
　
　
▼
阿
東
（
〒
７
５
９
‐
１
５
１
２
阿
東
徳
佐
中
３
４
１
７
‐
２
）
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐
０
１
１
１

本庁舎 ・
総合支所

令
和
８
年
度

(令
和
７
年
中
)
の

所
得
・
課
税
証
明
書
の
交
付

令
和
８
年
度

(令
和
７
年
中
)
の

所
得
・
課
税
証
明
書
の
交
付

令
和
７
年
中
の
所
得
を
証
明
す
る
「
令
和

８
年
度
所
得
・
課
税
証
明
書
」
を
６
月
１
日

（
月
）
か
ら
交
付
し
ま
す
。
▼
対
象

令
和
８

年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
※
１
月
２
日
以
降
に
本
市
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
転
入
前
の
市
区
町
村
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
▼
持
参
品

窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の

本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）

※
申
請
時
に
住
民
票
が
同
一
世
帯
で
な
い
方

の
所
得
・
課
税
証
明
書
を
代
理
で
申
請
さ
れ

る
場
合
は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状
と
窓
口
に

来
ら
れ
る
方
（
代
理
人
）
の
本
人
確
認
書
類

問
申

税
務
管
理
室
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
３
４

６
月
１
日
は
軽
自
動
車
税
の
納
期
限

６
月
１
日
は
軽
自
動
車
税
の
納
期
限

軽
自
動
車
税
は
、
納
税
通
知
書
等
に
記
載

の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

各
総
合
支
所
の
窓
口
、
納
付
書
に
印
字
さ
れ

た
ｅ
Ｌ
‐
Ｑ
Ｒ
等
で
お
支
払
い
い

た
だ
け
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。
問

収
納
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
３
９
︻
継
続
検
査

用
の
納
税
証
明
書
︼
軽
自
動
車
税
は
、
車
検

時
の
納
税
確
認
の
電
子
化
に
伴
い
、
納
税
証

明
書
の
提
示
は
原
則
不
要
と
な
っ
た
た
め
、

送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
納
税
後
２

週
間
以
内
に
車
検
を
受
け
る
場
合
は
、
納
税

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
問

税
務
管

理
室
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
３
４

合
理
的
配
慮
の
提
供
支
援
に
係
る

助
成
金
制
度

合
理
的
配
慮
の
提
供
支
援
に
係
る

助
成
金
制
度

民
間
事
業
者
や
地
域
団
体
・
市
民
活
動
団

体
が
行
う
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
要
す
る
費

用
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。
▼
対
象

事
業
者
や
地
域
団
体
・
市
民
活
動
団
体
（
市

内
に
限
る
）
▼
上
限

１
事
業
者
・
団
体
あ

た
り
年
額
２
万
５
０
０
０
円
（
上
限
以
内
で

あ
れ
ば
複
数
の
取
り
組
み
で
の
申

請
も
可
能
）
※
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。

問
申

障
が
い

福
祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
９
４
、

０
８
３
‐
９
３
４
‐
４
１
４
２
、

TZPVHBJ!
DJUZ�ZBN

BHVDIJ�MH�KQ

高
齢
者
保
健
福
祉
総
合
調
査

高
齢
者
保
健
福
祉
総
合
調
査

高
齢
者
の
生
活
実
態
を
把
握
し
、
地
域

で
の
介
護
予
防
や
見
守
り
活
動
、
災
害
等

の
緊
急
時
に
活
用
す
る
た
め
、
各
地
域
の

民
生
委
員
が
訪
問
調
査
を
行
い
ま
す
。
▼
期

間

５
月
~
６
月
▼
対
象

�0
歳
以
上
の
１
人

暮
ら
し
世
帯
、
�5
歳
以
上
の
２
人
暮
ら
し

世
帯
、
そ
の
他
調
査
が
必
要
な
高
齢
者
世

帯
等
問

高
齢
福
祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
７
９
３
、
各
総
合
支
所
総
合
サ
ー
ビ

ス
課後

期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
書
に

点
字
シ
ー
ル
が
必
要
な
方
へ

後
期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
書
に

点
字
シ
ー
ル
が
必
要
な
方
へ

希
望
者
に
は
、
新
し
い
資
格
確
認
書
に
点

字
シ
ー
ル（
封
筒
に「
シ
カ
ク
カ
ク
ニ
ン
シ
ョ

ザ
イ
チ
ュ
ー
」、
資
格
確
認
書
に
「
シ
カ
ク

カ
ク
ニ
ン
シ
ョ
」
と
点
字
を
打
刻
）
を
貼
っ

て
送
付
し
ま
す
。

問
申

６
月
�2
日
（
金
）

ま
で
に
、
保
険
年
金
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
９
６
９

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

強
化
週
間

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

強
化
週
間

５
月
�2
日
（
火
）
~
�8
日
（
月
）
は
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
強
化
週
間
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
常
に
地
域
住
民

の
立
場
に
立
っ
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
問

地
域
福
祉
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
９
０
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
事
務
局
☎
０
８
３
‐

市議会6月定例会日程 （予定）

˙時間 ֤೔�0͔࣌Β
　　　��（�8೔ͷ༧ࢉܾࢉҕһձ͸ຊձٞऴྃޙ）
　　　　˞೔ఔや࣌ؒ͸ม͢ߋΔ͜ͱ͕͋Γま͢ɻ

市ٞձࣄ຿ہ�ὸ 08������2855問

期　日 内　容

場　所
山口市役所本庁舎
（山口総合支所）

６階

6月 8೔（月）ຊձٞ（ॳ೔）
市ٞձٞ৔�5೔（月）ʙ

�8೔（໦）
ຊձٞ
（Ұൠ࣭໰ɾ࣭ٙ）

�8೔（໦） ༧ࢉܾࢉҕһձ ձٞࣨ60�

22೔（月） ҭຽੜҕһձڭ ୈ̍ҕһձࣨ
ੜڥ؀׆ҕһձ ୈ̎ҕһձࣨ

2�೔（Ր） ૯຿ҕһձ ୈ̍ҕһձࣨ
೶ྛݐઃҕһձ ୈ̎ҕһձࣨ

25೔（໦） ༧ࢉܾࢉҕһձ ձٞࣨ60�
2�೔（月） ຊձٞ（࠷ऴ೔）市ٞձٞ৔

(1) ケーブルビジョンでは、 一般質問や質疑の模
様を放送しています。 （10時～17時）

(2) インターネットでは、 本会議開催日か
ら１週間程度で録画配信を予定してい
ます。 閲覧にあたっては、 山口市議
会のウェブサイトからご覧ください。

テレビやインターネットでもご覧になれます
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９
２
８
‐
３
０
１
２

家
屋
調
査

(航
空
写
真
調
査
)

家
屋
調
査

(航
空
写
真
調
査
)

固
定
資
産
税
の
賦
課
の
た
め
、
過
去
と
現

在
の
航
空
写
真
を
比
較
し
、
家
屋
の
新
築
・

増
築
や
、
取
り
壊
し
の
有
無
を
把
握
し
て
い

ま
す
。
課
税
状
況
と
現
在
の
家
屋
の
状
況
が

異
な
る
場
合
は
、
現
地
で
の
確
認
調
査
を
行

い
ま
す
。
調
査
員
は
市
職
員
証
、
固
定
資
産

評
価
補
助
員
証
、
徴
税
吏
員
証
を
携
帯
し
て

伺
い
ま
す
。
問

資
産
税
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
３
６

水
道
施
設
位
置
の

調
査
お
よ
び
漏
水
調
査

水
道
施
設
位
置
の

調
査
お
よ
び
漏
水
調
査

市
内
（
徳
地
地
域
を
除
く
）
の
上
水
道
管
、

メ
ー
タ
ー
お
よ
び
止
水
栓
の
位
置
、
貯
水
槽

の
設
置
状
況
を
調
査
し
て
配
管
図
に
記
載
し

て
い
ま
す
。
漏
水
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し

た
、
道
路
上
か
ら
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
漏
水
調

査
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
員
は
身
分

証
明
証
を
携
帯
し
て
、
各
家
庭
や
事
業
所
に

伺
い
ま
す
。
問

水
道
整
備
課
☎
０
８
３
‐

９
３
３
‐
６
６
７
０
、
南
部
上
下
水
道
事
務

所
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
８
１
８
４
、
阿
東

簡
易
水
道
事
務
所
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐

０
９
８
１

鉛
製
の
給
水
管
に
つ
い
て

鉛
製
の
給
水
管
に
つ
い
て

昭
和
�0
年
代
ま
で
の
建
物
に
使
用
さ
れ
て

い
た
鉛
製
給
水
管
は
、
ご
く
微
量
で
す
が
鉛

が
溶
出
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

早
め
の
取
り
換
え
が
お
勧
め
で
す
。

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

国の重点支援地方交付金を活用した生活支援
本市では物価高騰の影響を受けている世帯や事業者の経済的負担を軽減するため、水のご利用に関連した、
次の事業を実施します。

①水道料金（簡易水道料金）の「基本料金」の全額減免

基本料金の減免の例 （一般的な家庭の場合） （税込み）

口径
（ｍｍ）

水道
口径
（ｍｍ）

簡易水道
基本料金
１カ月分

減免となる
金額（４カ月分）

基本料金
１カ月分

減免となる
金額（４カ月分）

13、20 1,221 円 4,884 円 13 1,683 円 6,732 円
25 2,530 円 10,120 円 20、25 1,727 円 6,908 円

˞ 25̼̼Ҏ্ͷܘޱʹ͖ͭまͯ͠΋ݮ໔ର৅ͱͳΓま͢ɻ
ͳ͓ɺࠓճͷݮ໔ͷͨΊʹɺ্Լਫಓ͔ہΒి࿩や๚໰Λͨ͠ΓɺۜߦやίϯϏχ
ͷ"5.΁༠ಋ͢Δ͜ͱ͸͋ΓまͤΜɻ
ͦͷଞɺجຊྉۚ౳ʹؔ͠まͯ͠ɺӈͷೋ࣍ݩίʔυΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

ਫಓʜ্Լਫಓۀہ຿՝ὸ08������666�
؆қਫಓʜѨ౦؆қਫಓࣄ຿ॴὸ08���56�0�8�

問

②井戸等の維持管理に対する支援

͸ɺ市報̔月号Ͱ͝Ҋ಺͍ͨ͠ま͢ɻࡉৄ
Ӵੜ՝ὸ08������26�0問ڥ؀

ʪࢧԉΛड͚Δʹ͸ਃ੥͕ඞཁͰ͢ʫ

対象期間 ̐Χ月෼　令和̔年̓月ݕ਑෼͔Β �0月ݕ਑෼�（੥ظ࣌ٻ͸令和̔年̔月͔Β ��月）
対​​象​​者 ਫಓ（؆қਫಓ）ͷڅਫܖ໿Λ͍ͯ͠Δશͯͷੈଳɾऀۀࣄ（ެతؔػ౳Λআ͘）
内　　　容 ਫಓྉۚͷʮجຊྉۚʯΛର৅ؒظதݮ໔͠ま͢ɻجຊྉۚ͸ϝʔλʔͷ͝ܘޱͱʹઃఆ

͍ͯ͠ま͢ɻ͝Ոఉͷܘޱ͸ɺ࢖༻ਫྔͷ͓஌Βͤ（ݕ਑ථ）Λ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

対​​象​​者 ᶃᶄΛຬͨ͢ɺ市಺ٴऀॅډͼ市಺ॴࡏͷऀۀࣄ（ެతؔػ౳Λআ͘）
ᶃਫಓ（؆қਫಓ）ͷڅਫܖ໿Λ͍ͯ͠ͳ͍ɻ
ᶄҪށਫɺ୩ਫまͨ͸ࢁਫΛੜ׆༻ਫͱͯ͠࢖༻͍ͯ͠Δɻ
ಉར༻ͷ৔߹͸ɺ୅දऀɻڞ˞

支　給　額 ̍ੈଳ（まͨ͸ऀۀࣄ）ʹ͖ͭ 5
000 ԁ
申請期間 令和̔年̓月 2�೔（月）ʙ �2月 25೔（ۚ）
手　続　き ਃ੥ॻ͸ɺ̓月 2�೔（Ր）͔Βڥ؀Ӵੜ՝ɺ֤૯߹ࢧॴ஍Ҭৼڵ՝（ޱࢁɺখ܊Λআ͘）ɺ

֤஍Ҭަྲྀηϯλʔ（࣍͸আ͘ɻେ఼ɺനੴɺ౬ాɺখ܊ɺѨ஌ਢɺಙ஍）͓Αͼ෼ؗɺେ
ւ૯߹ηϯλʔͷ૭ޱͰ഑෍͢Δ΄͔ɺ市΢ΣϒαΠτ͔Βೖख͠ɺඞཁ߲ࣄΛهೖͷ্ɺ
֤૭ࢀ࣋ʹޱまͨ͸༣ૹͰఏग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ʪݮ໔खଓ͖ʹ͸ਃ੥͕ඞཁ͋ΓまͤΜʫ
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機
管
理
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
２
３

消
防
法
令
違
反
の
建
物
の
公
表

消
防
法
令
違
反
の
建
物
の
公
表

不
特
定
多
数
の
方
が
出
入
り
す
る
建
物
等

の
火
災
危
険
性
に
関
す
る
情
報
を
公
表
し
ま

す
。
※
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。︻
建
物
管
理
者
の
皆
さ
ん

へ
︼
増
改
築
や
用
途
変
更
に
よ
り
、

新
た
に
消
防
用
設
備
等
の
設
置
義
務
が
生

じ
、
重
大
違
反
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問

予
防
課
☎
０
８
３
‐
９
３
２
‐

２
６
０
１

問

水
道
整
備
課
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐

６
６
７
０
、
南
部
上
下
水
道
事
務
所
☎

０
８
３
‐
９
７
３
‐
８
１
８
４
、
阿
東
簡
易

水
道
事
務
所
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐

０
９
８
１

危
険
な
空
家
等
の
除
却
費
用
を
補
助

危
険
な
空
家
等
の
除
却
費
用
を
補
助

老
朽
化
に
よ
る
倒
壊
等
で
周
辺
の
家
屋
等

に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
な
空

家
等
の
除
却
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。
▼
補
助
額

補
助
対

象
経
費
の
３
分
の
１
（
上
限
50
万
円
）
※
無

接
道
は
別
途
�0
万
円
を
加
算

問
申

５
月
2�

日
（
金
）
ま
で
に
、
生
活
安
全
課
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
９
１
５

建
物
の
耐
震
診
断
・
改
修
費
用
を

補
助
し
ま
す

建
物
の
耐
震
診
断
・
改
修
費
用
を

補
助
し
ま
す

昭
和
56
年
５
月
��
日
以
前
に
着
工
し
た

木
造
一
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修

費
用
を
補
助
し
ま
す
。
▼
補
助
額
等

耐
震

診
断
費
用
（
上
限
６
万
円
）、
耐
震
改
修
費

用
（
80
％
か
つ
上
限
１
１
５
万
円
）

問
申

６
月
�0
日
（
水
）
~
�0
月
�0
日
（
金
）
に
、

開
発
指
導
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
４
７

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

除
却
費
用
を
補
助
し
ま
す

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

除
却
費
用
を
補
助
し
ま
す

▼
対
象

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
︙
①
避
難
路
沿
道
に
面
し

て
い
る
も
の
、
②
避
難
路
沿
道
の
地
面
か

ら
高
さ
80
㎝
を
超
え
る
も
の
、
③
倒
壊
の

危
険
性
が
あ
る
も
の
▼
補
助
額

補
助
対
象

額
の
３
分
の
２
以
内
（
上
限
額
�0
万
円
）

問
申

  

６
月
�0
日
（
水
）
~
�0
月
�0
日
（
金
）

に
、
開
発
指
導
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
４
７

老
人
憩
の
家
潮
寿
荘
の
休
館

老
人
憩
の
家
潮
寿
荘
の
休
館

施
設
整
備
工
事
の
た
め
、
次
の
と
お
り
休

館
し
ま
す
。
▼
期
間

６
月
１
日
（
月
）
~
令

和
９
年
３
月
（
予
定
）
問

高
齢
福
祉
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
９
３

た
め
池
の
点
検
の
お
願
い

た
め
池
の
点
検
の
お
願
い

豪
雨
に
よ
る
た
め
池
の
決
壊
を
防
ぐ
た

め「
た
め
池
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル（
下

の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。）」
を
活

用
し
、
適
切
な
維
持
管
理
を
し
ま

し
ょ
う
。
問

農
林
整
備
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
８
２
５

佐
波
川
が
特
定
都
市
河
川
に
指
定

佐
波
川
が
特
定
都
市
河
川
に
指
定

佐
波
川
中
上
流
域
が
令
和
８
年
３
月
��

日
に
国
土
交
通
省
告
示
に
よ
り
、
特
定
都

市
河
川
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
流
域
内
に

お
い
て
一
定
規
模
以
上
の
土
地
を
宅
地
等

に
す
る
行
為
に
つ
い
て
、
河
川
へ
の
雨
水

の
流
出
増
加
を
抑
制
す
る
た

め
の
対
策
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。「
特
定
都
市
河
川
浸
水

被
害
対
策
法
」
や
「
流
域
治

水
」
に
関
し
て
は
①
、「
指
定

河
川
・
指
定
流
域
」
に
つ
い

て
は
②
、「
雨
水
浸
透
阻
害
行

為
」
に
つ
い
て
は
③
の
各
二

次
元
コ
ー
ド
参
照
。
問

河
川
治
水
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
３
７

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
で
送
ら
れ
て
く
る
、
国
か
ら
の

緊
急
情
報
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
市
内
で

緊
急
情
報
伝
達
手
段
の
試
験
を
行
い
ま

す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。
▼
日
時

6
月
�
日

（
水
）
��
時
ご
ろ��
問

防
災
危

Ոఉ͔Βͷੜࡶ׆ഉਫʹΑΔਫ࿏౳ͷਫ࣭Ԛ୙Λ๷ͯ͠ࢭɺ஍Ҭ
ͷਫڥ؀Λྑ͘͢ΔͨΊʹ߹ซॲཧড়Խ૧Λઃஔ͠ま͠ΐ͏ɻ

■​問い合わせ　業務課水洗化担当​☎ 083-933-6691

合併処理浄化槽の設置・宅内配管工事の補助

˔�対象地域 ・設置費の補助限度額

ର৅஍Ҭ ઃஔඅͷิॿݶ౓ （ֹ5ਓ૧）
ᶃެڞԼਫಓܭۀࣄը۠Ҭɺ೶ۀɾړ
ҬΛআ͘஍Ҭ۠ࡁམഉਫͷ੔උूۀ

৽ஙɾվங ��2
000ԁ
෺ݐଘط �60
000ԁ

ᶄܭۀࣄը۠Ҭ಺ʹ͓͍ͯ̏年Ҏ಺ʹ
Լਫಓͷ੔උ͕ࠐݟΊͳ͍஍Ҭ（̍
年Ҏ্ܧଓͯ͠͞ॅډΕ͍ͯΔํ）

෺ɾվஙݐଘط ��2
000ԁ

˞ �ɾ�0ਓ૧ͷݶ౓ֹやɺ߹ซॲཧড়Խ૧͕ނোͨ͠৔߹ʹ͍ͭͯ͸͓
໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ
˔�単独処理浄化槽・汲み取り便槽からの転換に係る補助加算額
ɾ্هͷର৅஍Ҭᶃʹ͓ॅま͍ͷํͰɺ୯ಠॲཧড়Խ૧まͨ͸἞Έ
औΓศ૧͔Β߹ซॲཧড়Խ૧ʹઃஔସ͑͢Δ৔߹ɺઃஔඅิॿʹ
࣍ͷֹΛ্ݶʹՃ͠ࢉま͢ɻ

ɾ̑ਓ૧ͷ߹ซॲཧড়Խ૧ʹઃஔସ͑͢Δ৔߹ɺ୯ಠॲཧড়Խ૧͔
Βͷస׵Ͱ࠷େ�80
000ԁͷิॿֹͱͳΓま͢ɻ

ɾτΠϨͷԚਫͷΈΛॲཧ͢Δ୯ಠॲཧড়Խ૧͸ฏ੒��年ʹ৽ن
ઃஔ͕͞ࢭېΕɺ࿝ٺԽʹΑΔഁଛɾ࿙ਫͷڪΕ͕͋Γɺૣظʹ
߹ซॲཧড়Խ૧ʹ෇͚ସ͑Δඞཁ͕͋Γま͢ɻ߹ซॲཧড়Խ૧ʹ
෇͚ସ͑ͯ҆৺Ͱշదͳੜڥ؀׆Λ࣮͠ݱま͠ΐ͏ɻ

ෑ஍಺ͷ഑ࣄ޻؅අ �00
000ԁ
୯ಠॲཧড়Խ૧ఫڈඅ �20
000ԁ
἞ΈऔΓศ૧ఫڈඅ ���0
000ԁ

①②③
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消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

昨
年
、
最
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は

「
化
粧
品
や
健
康
食
品
の
通
信
販
売
」
に
関

す
る
も
の
で
し
た
。
特
に
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広

告
で
�
回
限
り
と
思
っ
た
の
に
定
期
購
入

に
な
っ
て
い
た
」
と
い
う
も
の
で
、
年
齢

や
性
別
に
関
係
な
く
相
談
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
通
信
販
売
に
「
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
取
引
条
件
な
ど

申
し
込
み
画
面
を
よ
く
確
認
し
、
最
終
確

認
画
面
の
保
存
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

問

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
７
１
７
１

年
間
を
通
じ
た

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
の
取
り
組
み

年
間
を
通
じ
た

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
の
取
り
組
み

本
市
で
は
今
年
度
か
ら
、
山
口
県
の
「
ぶ

ち
エ
コ
ア
プ
リ
」
を
活
用
し
た
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
毎
日

の
公
共
交
通
利
用
で
「
ぶ
ち
エ
コ
ア
プ
リ
」

の
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
で
き
る
ほ
か
、
�0
月
を

「
山
口
市
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
強
化
月
間
」
と
位

置
づ
け
、
公
共
交
通
を
利
用
し
た

市
民
を
対
象
に
抽
選
会
を
実
施
し

ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。
申
問
山
口
市
公
共
交
通
委
員
会
事

務
局
（
交
通
政
策
課
内
）
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
２
９

山
口
線
を
利
用
し
た

遠
足
等
の
運
賃
助
成

山
口
線
を
利
用
し
た

遠
足
等
の
運
賃
助
成

Ｊ
Ｒ
山
口
線
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

協
議
会
構
成
市
町
（
本
市
、島
根
県
益
田
市
、

津
和
野
町
、
吉
賀
町
）
に
所
在
す
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
が
山
口
線
を
利
用
し
て
実
施
す
る

遠
足
等
に
係
る
運
賃
等
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
▼
対
象
期
間

令
和
９
年
３
月
�5
日

（
月
）
ま
で
▼
対
象

協
議
会
構
成
市
町
に
所

在
す
る
学
校
等
ま
た
は
、
学
校
等
に
在
籍
す

る
児
童
・
生
徒
等
で
主
に
構
成
さ
れ
る
�
人

以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
※
実
施
前
に
申
請

が
必
要
で
す
。
申
問

山
口
線
利
用
促
進
協

議
会
事
務
局
（
交
通
政
策
課
内
）
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
７
２
９

太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置

太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置

環
境
や
周
辺
住
民
等
へ
の
配
慮
が
不
十

分
な
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
伴
う
問

題
が
増
え
て
い
る
た
め
、
必
要
な
手
続
き

等
を
定
め
た
「
山
口
市
の
生
活
環
境
の
保

全
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）」
が
、

�0
月
１
日
（
木
）
に
施
行
さ
れ

ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。
問

環
境
政
策
課

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
６
８
７

太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
共
同
購
入

事
業
参
加
者
募
集

太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
共
同
購
入

事
業
参
加
者
募
集

太
陽
光
パ
ネ
ル
と
蓄
電
池
の
購
入
希
望

者
を
募
り
、
一
括
し
て
発
注
す
る
こ
と
で
、

通
常
よ
り
安
い
費
用
で
購
入
で
き
る
「
共

同
購
入
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参

照
。
問

み
ん
な
の
お
う
ち
に
太

陽
光
事
務
局

０
１
２
０
‐
７
２
３
‐

１
０
０

市
道
や
海
岸
の

清
掃
美
化
活
動
の
支
援

市
道
や
海
岸
の

清
掃
美
化
活
動
の
支
援

地
域
の
皆
さ
ん
や
市
内
の
団
体
が
自
発
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
場
合
に
、
清

掃
道
具
等
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

参
照
。
問

道
路
管
理
課
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
８
３
４

大
浦
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

維
持
管
理
状
況

大
浦
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

維
持
管
理
状
況

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
の
規
定
に
よ
り
、
維
持
管
理
状
況

を
報
告
し
ま
す
。
令
和
8
年
�
月
末
現
在
、

水
質
は
法
に
定
め
る
基
準
値
を
下
回
っ
て

お
り
、
施
設
に
も
異
状
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
搬
入
量
（
累

計
）
９
１
７
８・
１
７
ｔ
問

環

境
施
設
課
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐

２
１
８
８

廃
棄
物
の
焼
却
は
止
め
ま
し
ょ
う

廃
棄
物
の
焼
却
は
止
め
ま
し
ょ
う

廃
棄
物
の
焼
却
は
法
律
で
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
物
は
、

市
の
可
燃
物
収
集
を
利
用
す
る
か
、
市
の

取
扱
施
設
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
そ
の
他
事
業
所
か
ら
出
る
廃
棄
物
は
、

許
可
を
持
つ
業
者
に
委
託
す
る
な
ど
適
正

に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
問

環
境
衛
生

課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
６
９
０
、
南

部
衛
生
担
当
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐

８
１
３
６

パ
ソ
コ
ン
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は

集
積
所
に
出
せ
ま
せ
ん

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
、
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
は
分
解
せ
ず
に
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
処
分
方
法
︼
①
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

排
出
す
る
、
②
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
本
館
に

持
ち
込
む
、
③
パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
に
申

し
込
む
申

各
メ
ー
カ
ー
ま
た
は
（
一
財
）

パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
協
会
☎
０
３
‐

５
２
８
２
‐
７
６
８
５
、
④
宅
配
便
に
よ
る

回
収
を
申
し
込
む
申

下
の
二
次

元
コ
ー
ド
ま
た
は
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ

パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
（
株
）
☎

０
５
７
０
‐
０
８
５
‐
８
０
０
問

資
源
循

環
推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐
２
１
８
５

廃
食
用
油
の
回
収

廃
食
用
油
の
回
収

家
庭
か
ら
出
る
植
物
性
油（
未
使
用
含
む
）

を
市
内
の
一
部
ス
ー
パ
ー
で
回
収
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。
※
詳
細
は

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
問

資
源
循
環
推
進
課
☎
０
８
３
‐

９
４
１
‐
２
１
８
５

猫
よ
け
器
・
地
域
猫
活
動

学
習
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出
し
ま
す

猫
よ
け
器
・
地
域
猫
活
動

学
習
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出
し
ま
す

︻
猫
よ
け
器

(超
音
波
発
生
器
)︼
野
良
猫
に

よ
る
糞
尿
被
害
の
軽
減
と
効
果
が
確
認
で

き
ま
す
。
▼
貸
出
期
間

�5
日
以
内
（
１
回

限
り
）︻
地
域
猫
活
動
Ｄ
Ｖ
Ｄ
︼
自
治
会
等

が
動
物
愛
護
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と

連
携
し
て
、
野
良
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
や

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

パ
ソ
コ
ン
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は

集
積
所
に
出
せ
ま
せ
ん
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管
理
を
行
う
た
め
、
貸
し
出
し
ま
す
。
▼

貸
出
期
間

２
週
間
以
内

問
申

環
境
衛
生

課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
６
９
０
、
南

部
衛
生
担
当
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐

８
１
３
６

野
生
鳥
獣
の
捕
獲
禁
止

野
生
鳥
獣
の
捕
獲
禁
止

山
野
に
生
息
し
て
い
る
野
生
鳥
獣
（
鳥

類
お
よ
び
ほ
乳
類
）
の
捕
獲
お
よ
び
鳥
類

の
ひ
な
、
卵
の
採
取
は
、
法
律
に
よ
り
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
※
家
畜
、
家
き

ん
（
鶏
、
ア
ヒ
ル
等
）、
ペ
ッ
ト
（
イ
ヌ
、

ネ
コ
等
）・
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
、
ク
マ
ネ
ズ
ミ
、

ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
、
狩
猟
や
許
可
に
基
づ
く

捕
獲
行
為
は
規
制
の
対
象
外
で
す
。
問

農

業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
６
６
６

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
５
月
~
７
月
に

か
け
て
咲
く
、
黄
色
の
コ
ス
モ
ス
に
似
た

花
で
、「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
▼
駆
除
方
法

根
か
ら
抜
き
取

り
、
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
飛
散
し
な
い

よ
う
に
指
定
の
袋
に
入
れ
、
枯
死
さ
せ
た

後
、集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

あ
ら
か
じ
め
駆
除
事
業
が
公
表
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、袋
等
に
入
れ
密
閉
し
た
上
で
、

そ
の
ま
ま
焼
却
施
設
に
持
ち
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。
問

環
境
政
策

課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
６
８
７

植
え
て
は
い
け
な
い

「け
し
」
を

ご
存
知
で
す
か

植
え
て
は
い
け
な
い

「け
し
」
を

ご
存
知
で
す
か

法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る「
け
し
」

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。
問

山
口
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
５
３
４
、
ま
た
は
警
察
署

日
赤
活
動
資
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
赤
活
動
資
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
本
赤
十
字
社
は
、
毎
年
５
月
の
赤
十
字

月
間
に
「
赤
十
字
会
員
増
強
運
動
」
を
展
開

し
、
赤
十
字
会
員
へ
の
加
入
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
問

日
本
赤
十
字
社
山
口
市
地
区
（
地

域
福
祉
課
内
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
９
０
、各
総
合
支
所
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
、

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部
☎
０
８
３
‐

９
２
２
‐
０
１
０
２

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

▼
募
集
団
地
︻
市
営
住
宅
︼
山
口
︙
下
田
・

折
本
・
東
山
・
東
山
第
２
・
矢
原
・
湯
田
・

中
市
・
黄
金
町
、
南
部
︙
円
座
・
新
山
口
、

徳
地
︙
堀
・
三
谷
川
、
阿
東
︙
徳
佐
駅
前
・

長
沢
・
岡
※
単
身
申
込
可
能
住
戸

右
記
の

う
ち
、
山
口
︙
東
山
・
矢
原
・
湯
田
・
中
市
・

黄
金
町
、
南
部
︙
新
山
口
、
徳
地
︙
堀
・
三

谷
川
、
阿
東
︙
岡
︻
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
︼

山
口
︙
佐
山
、
南
部
︙
下
村
、
飛
石
︻
地
域

優
良
賃
貸
住
宅
︼
南
部
︙
飛
石
▼
募
集
要
項

等
の
配
布

５
月
�8
日
（
月
）
~
28
日
（
木
）

▼
申
込
資
格

(全
て
に
該
当
す
る
こ
と
)
住
宅

に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方
／
原

則
、
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
等
が
い
る
方

／
条
例
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
す
る
方

／
申
込
者
、
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
等
が

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
▼
抽
選
日

６
月
５

日
（
金
）
※
申
し
込
み
の
な
か
っ
た
住
宅
は
、

６
月
�5
日
（
月
）
か
ら
随
時
募
集
申
込
開
始

▼
入
居
時
期

７
月
�0
日
（
金
）
~
2�
日
（
金
）

問
申

５
月
�8
日
（
月
）
~
28
日
（
木
・
消

印
有
効
）
に
、
来
課
ま
た
は
郵
送
で
、
所
定

の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
建
築
課

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
４
３
※
様
式

は
建
築
課
ま
た
は
各
土
木
事
務
所
等
で
配
布

県
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

県
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

▼
募
集
団
地

大
内
御
堀
、
平
川
、
恋
路
、

宮
野
下
、
赤
妻
、
平
井
、
上
東
、

吉
敷
木
崎
※
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。
※
朝
田
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
（
随
時
申
込
受
付
中
、
別
途

申
込
条
件
が
あ
り
ま
す
）
▼
申
込
資
格

(全

て
に
該
当
す
る
こ
と
)
現
に
同
居
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方
／
住
宅

に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方
／
法

で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
し
て
い
る
方

／
申
込
者
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
、
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
▼

入
居
予
定
時
期

令
和
8
年
�
月
下
旬

問
申

5
月
20
日
（
水
）
~
��
日
（
日・消
印
有
効
）

の
間
に
、
所
定
の
様
式
で
（
一
財
）
山
口

県
施
設
管
理
財
団
山
口
支
所
（
〒
７
５
３

‐
０
０
２
１
桜
畠
三
丁
目
２
‐
１
）
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
０
０
４
※
様
式
は

同
所
、
市
建
築
課
（
山
口
総
合
支
所
）
に

備
え
付
け

令
和
９
年
４
月
１
日
採
用

山
口
市
職
員
募
集

令
和
９
年
４
月
１
日
採
用

山
口
市
職
員
募
集

︻
１
次
試
験
】
▼
期
日

７
月
�2
日
（
日
）
▼

試
験

大
学
卒
業
程
度
︙
①
行
政
、
専
門
職

︙
②
文
化
財
専
門
員
（
文
献
史
学
）、
③

保
健
師
、
④
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭��

※

受
験
資
格
等
の
詳
細
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
▼
場
所

山
口
市
役

所
本
庁
舎
（
山
口
総
合
支
所
）
▼
申
込
方

法

５
月
�5
日
（
金
）
~
6
月
�2

日
（
金
）
に
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
問

職
員
課
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
２
７

補
助
犬
受
給
者
の
募
集

補
助
犬
受
給
者
の
募
集

身
体
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促

進
す
る
た
め
、
補
助
犬
の
受
給
者
を
募
集
し

ま
す
。
▼
募
集
人
数

県
内
で
２
人

問
申

５

月
2�
日
（
金
）
ま
で
に
、
障
が
い
福
祉
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
６
１
、
０
８
３

‐
９
３
４
‐
４
１
４
２

韓
国
・
公コ

ン

ジ

ュ州
市
民
と
の

交
流
事
業
参
加
者
募
集

韓
国
・
公コ

ン

ジ

ュ州
市
民
と
の

交
流
事
業
参
加
者
募
集

▼
公
州
市
訪
問
期
間

�0
月
２
日
（
金
）
~
４

日
（
日
）
▼
対
象

６
月
2�
日
（
土
）
に
市
内

で
開
催
さ
れ
る
公
州
市
民
と
の
交
流
事
業

（
体
験
料
、
食
事
代
等
自
己
負
担
）
お
よ
び

２
回
程
度
の
事
前
研
修
に
参
加
で

き
る
�8
歳
以
上
の
市
民
８
人
程
度
。

▼
参
加
費

９
万
円
か
ら
※
詳
細

募
集
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は
、
右
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
問
国
際

交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
２
５

市
民
対
象
の
弁
護
士
無
料
法
律
相
談

市
民
対
象
の
弁
護
士
無
料
法
律
相
談

法
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
相
談
を
、
弁

護
士
が
お
受
け
し
ま
す
。
初
め
て
の
内
容
に

限
り
、
相
談
時
間
は
�5
分
程
度
。
相
談
内
容

に
関
す
る
書
類
等
を
持
参
く
だ
さ
い
。
▼
日

時

５
月
2�
日
（
水
）
��
時
�0
分
~
�6
時
▼
場

所

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
中
央
二
丁
目

５
‐
１
）
※
会
場
は
２
階
で
す
。
移
動
が
困

難
な
場
合
は
、予
約
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

市
民
先
着
20
人
（
要
予
約
）

問
申

５
月
2�
日
（
木
）
~
26
日
（
火
）
に
、
市
民

相
談
室
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
８
６

女
性
相
談
員
に
よ
る
相
談

女
性
相
談
員
に
よ
る
相
談

▼
日
時

毎
週
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
�0
時
~

�6
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み
）
※
面
談

は
事
前
に
電
話
予
約
▼
対
象

市
民
お
よ
び

市
内
在
勤
者
▼
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
４
３
問

男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
中
央
二
丁
目
5
‐
�
）

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
４
１

バ
ス
の
乗
り
方
教
室
の

参
加
団
体
を
募
集

バ
ス
の
乗
り
方
教
室
の

参
加
団
体
を
募
集

路
線
バ
ス
の
乗
り
方
に
つ
い
て
、
マ
ナ
ー

ク
イ
ズ
、
車
椅
子
の
乗
車
体
験
、
路
上
模
擬

運
行
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
学
び
ま
す
。
詳
細

は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼

日
時

令
和
８
年
６
月
~
��
月
末
の
日
中

問
申

��

開
催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
、

山
口
市
公
共
交
通
委
員
会
事
務
局
（
交
通
政

策
課
内
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
２
９

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

農
業
生
産
条
件
の
不
利
な
中
山
間
地
域
に

お
い
て
、集
落
等
を
単
位
に
協
定
を
締
結
し
、

５
年
間
以
上
農
業
生
産
活
動
等
を
行
う
場
合

に
、
面
積
に
応
じ
て
一
定
額
を
交

付
す
る
制
度
で
す
。
詳
細
は
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
問

農
業

振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
７
、

各
総
合
支
所
農
林
振
興
事
務
所

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

農
用
地
の
維
持
管
理
、
水
路
や
農
道
等
の

農
業
用
施
設
の
保
全
管
理
、
軽
微
な
補
修
等

の
活
動
を
す
る
組
織
（
農
業
者
等
）
に
対
し
、

そ
の
活
動
を
支
援
す
る
交
付
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。
▼
交
付
金
単
価

田
︙
３
０
０
０
円
／

�0
ａ
、
畑
︙
２
０
０
０
円
／
�0
ａ
等
（
活
動

内
容
に
よ
っ
て
交
付
額
の
変
更
あ
り
）
▼
活

動
期
間

５
年
間
問

農
林
整
備
課
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
８
２
４

経
済
セ
ン
サ
ス
-
活
動
調
査
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
で

経
済
セ
ン
サ
ス
-
活
動
調
査
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
で

令
和
８
年
６
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉

に「
令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
国
内
の
全
て

の
事
業
所
お
よ
び
企
業
が
対
象
で

す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

参
照
。
問

デ
ジ
タ
ル
推
進
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
４
８

山
口
市
婚
活
イ
ベ
ン
ト

支
援
事
業
補
助
金

山
口
市
婚
活
イ
ベ
ン
ト

支
援
事
業
補
助
金

結
婚
を
希
望
す
る
男
女
の
多
様
な
出
会
い

の
創
出
が
期
待
さ
れ
る
婚
活
イ
ベ

ン
ト
等
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。
問

こ
ど
も
未
来
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
４
１
３
８

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
説
明

・
入
会
手
続
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
説
明

・
入
会
手
続
会

▼
日
時

①
６
月
９
日
（
火
）
��
時
�0
分
~

�5
時
、
②
７
月
��
日
（
火
）
��
時
�0
分
~

�5
時
（
※
開
始
後
入
室
不
可
）
▼
場
所

①

山
口
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ
（
上
竪
小
路
8�
‐

１


、
小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
小
郡
本

町
二
丁
目
�8
‐
�0
）、
②
山
口
し
あ
わ
せ
プ

ラ
ザ
、
秋
穂
総
合
支
所
▼
対
象

本
市
に
居

住
す
る
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
が

あ
る
方
▼
持
参
品

年
度
会
費
（
２
５
０
０

円
）、
山
口
銀
行
口
座
番
号
問

山
口
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
２
４
‐
５
３
９
６

人
権
学
習
講
座

人
権
学
習
講
座

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。
▼
時
間

��
時
�0
分
~
�5

時
�0
分
▼
定
員

�0
人
程
度
（
各
回
オ
ン
ラ

イ
ン
受
講
可
）

問
申

各
開
催
日
の
１
週
間

前
（
託
児
希
望
の
方
は
２
週
間

前
）
ま
で
に
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か

で
氏
名
、
電
話
番
号
、
講
座
名
、
託
児
・
手

話
通
訳
・
要
約
筆
記
希
望
の
有
無
を
、
人
権

推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
６
７
、

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
０
２

対
面
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

対
面
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

目
の
不
自
由
な
方
や
文
字
が
読
み
に
く
い

と
感
じ
る
方
へ
、
中
央
図
書
館
で
対
面
朗
読

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す

る
基
礎
講
座
で
す
。
▼
日
時

①
６
月
１
日

（
月
）、
②
６
月
��
日
（
木
）
い
ず
れ
も
�0
時

�0
分
~
�2
時
▼
場
所

山
口
情
報
芸
術
セ
ン

タ
ー
﹇
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
﹈
２
階
多
目
的
室
▼
内
容  

朗
読
の
基
礎
・
基
本
▼
対
象

各
回
先
着
20

人
▼
講
師

白
木
美
和
氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
）

問
申

①
５
月
20
日
（
水
）
ま
で
、

②
５
月
2�
日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
〒
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
中
央
図
書
館
☎
０
８
３
‐
９
０
１
‐

１
０
４
０
、

JOGP!
MJC�ZBN

B�KQ

ス
ポ
ー
ツ
講
座

ス
ポ
ー
ツ
講
座

︻
①
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
講
座
︼
▼
期
日

６
月
１
日
、
８
日
、
�5
日
、
22
日
、
2�
日
（
い

ず
れ
も
月
曜
日
）
▼
場
所

に
ほ
ん
果
実
ア

リ
ー
ナ
（
や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
）

▼
内
容

ヨ
ガ
、
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
等
▼
対
象

子
育
て
中
の
保
護
者

抽
選
20
人
▼
料
金

５
０
０
円
（
全
５
回
分
）

産
業

講
座

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申
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▼
持
参
品

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
等
▼
託
児

要
申
し
込
み
（
満
６
カ
月

か
ら
小
学
生
未
満
）︻
②
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

運
動
教
室
︼
▼
期
日

Ａ
コ
ー
ス
︙
６
月
��
日
、

2�
日
、７
月
�
日
、8
日（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）、

Ｂ
コ
ー
ス
︙
6
月
��
日
、
26
日
、
�
月
�
日
、

�0
日
（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）
▼
場
所

Ａ
コ
ー

ス
︙
小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
小
郡
本
町

二
丁
目
�8
‐
�0
）、
Ｂ
コ
ー
ス
︙
に
ほ
ん
果
実

ア
リ
ー
ナ
（
や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー

ク
）
▼
対
象

各
コ
ー
ス
に
全
回
参
加
で
き
る

小
学
１
~
３
年
生
の
親
子
▼
講
師

中
田
徹

氏
（
山
口
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）︻
③

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
︼

▼
日
時

�
月
�
日
（
土
）
��
時
~
��
時
▼
場

所

小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
講
師

平
井

博
史
氏
（
株
式
会
社
ハ
ド
ル
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
代
表
）

問
申

①

は
５
月
��
日
（
火
）
ま
で
に
、

②
は
６
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
、

③
は
6
月
��
日
（
水
）
ま
で
に
、

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
交
流
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
８
７
５
、

TQPSUT!
DJUZ�ZBN

BHVDIJ�MH�KQ

Ａ
Ｉ
Ｏ
キ
ッ
ズ
セ
ー
リ
ン
グ
教
室

Ａ
Ｉ
Ｏ
キ
ッ
ズ
セ
ー
リ
ン
グ
教
室

▼
日
時

７
月
５
日
~
８
月
2�
日
の
毎
週
日
曜

日
（
７
月
��
日
、
８
月
�6
日
を
除
く
）
▼
場

所

秋
穂
ヨ
ッ
ト
艇
庫
（
秋
穂
東
中
道
）
▼
内

容

セ
ー
リ
ン
グ
の
基
本
を
学
び
、
安
全
に
帆

走
す
る
判
断
力
や
行
動
力
を
育
て
ま
す
。
▼

対
象

市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
先
着
�0
組
▼
料
金

各
日
�
人

１
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

問
申

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た

は
秋
穂
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３
‐
９
８
４
‐
２
１
３
２

親
子
キ
ャ
ン
プ
教
室

親
子
キ
ャ
ン
プ
教
室

テ
ン
ト
設
営
や
野
外
料
理
の
作
り
方
な
ど

に
つ
い
て
学
ん
で
宿
泊
し
ま
す（
雨

天
中
止
）。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。
▼
日
時

５
月
�0
日

（
土
）��
時
~
��
日（
日
）�2
時
▼
対
象

キ
ャ

ン
プ
初
心
者
の
家
族
先
着
�0
組
▼
講
師

山

口
県
キ
ャ
ン
プ
協
会
▼
料
金

１
家
族

１
万
２
０
０
０
円
（
６
人
ま
で
）
▼
持
参
品

寝
袋
が
あ
れ
ば
（
な
け
れ
ば
有
料
に
て
レ
ン

タ
ル
可
）

問
申
所

十
種
ヶ
峰
ウ
ッ
ド
パ
ー

ク
（
阿
東
嘉
年
下
１
５
０
５
‐
１
）
☎

０
８
３
‐
９
５
８
‐
０
８
０
９

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
教
室

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
教
室

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
関
し

て
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。︻
パ
ソ

コ
ン
・
ス
マ
ホ
教
室
︼
▼
日
時

①
６
月
５
日
、

��
日
、
７
月
３
日
、
��
日
（
い
ず
れ
も
金

曜
日
�

�0
時
~
��
時
�0
分
、
��
時
~
��
時

�0
分
、
②
6
月
�
日
、
��
日
、
�
月
�
日
、

�5
日
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）
�0
時
~
��
時

�0
分
、
��
時
~
��
時
�0
分
▼
場
所

①
山
口

し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ
（
上
竪
小
路
8�
‐
�
）、

②
小
郡
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
料
金

２
０
０
０
円
︻
③
訪
問
講
習
︼
▼
料
金

２
５
０
０
円
◆
い
ず
れ
も

▼
持
参
品

パ
ソ

コ
ン
（
貸
出
可
、別
途
２
０
０
円
）、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン

問
申

①
③
山
口
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐

５
３
９
６
、
②
山
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
小
郡
☎
０
８
３
‐
９
７
６
‐

１
１
７
０

山
口
大
学
公
開
講
座

山
口
大
学
公
開
講
座

︻
Ｄ
Ｘ
基
礎
編

［Ｓス

パ

ー

ク

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

講
座
]︼
▼
日
時

７
月
９
日
、
2�
日
、
８
月

６
日
、2�
日
、９
月
�0
日
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

�8
時
�0
分
~
20
時
�0
分
▼
場
所

山
口
大
学

吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
吉
田
１
６
７
７
‐
１
）��

▼
対
象

先
着
20
人
（
会
社
員
、
公
務
員
、
自

営
業
等
で
実
務
経
験
が
３
年
以
上
の
方
）
▼

講
師

湯
浅
修
一
氏
（
教
育・学
生
支
援
機
構・

准
教
授
（
特
命
））
▼
料
金

８
０
０
０
円
※

各
講
座
の
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。

問
申

６
月
�8
日

（
木
）
ま
で
に
、
山
口
大
学
地
域
未

来
創
生
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐

５
０
５
９

山
口
ゆ
め
回
廊
地
域
通
訳
案
内
士

育
成
研
修

山
口
ゆ
め
回
廊
地
域
通
訳
案
内
士

育
成
研
修

▼
募
集
期
間

５
月
７
日
（
木
）
~
６
月
５

日
（
金
）
▼
活
動
で
き
る
区
域

山
口
県
央
連

携
都
市
圏
域
（
山
口
市
、
宇
部
市
、
萩
市
、

防
府
市
、
美
祢
市
、
山
陽
小
野
田
市
、
島
根

県
津
和
野
町
）
▼
募
集
定
員

英
語
�0
人
中

国
語
�0
人

問
申

山
口
ゆ
め
回
廊
地
域
通
訳

案
内
士
育
成
研
修
事
務
局
☎
０
９
２
‐

７
８
１
‐
８
７
０
２
（
平
日
�0
時
~
��
時
�0

分
）、

LZT@ZBN
BHVDIJZVN

F!
KKIT�

KQ

世
代
を
超
え
て
共
に
磨
く

〝
ひ
と
学
び
塾
〟

世
代
を
超
え
て
共
に
磨
く

〝
ひ
と
学
び
塾
〟

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
私
た
ち
の
挑
戦
~

話
し
て
み
よ
う
・
つ
な
が
ろ
う
」
を
テ
ー
マ

に
2
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
▼
日
時

①
6
月

��
日
（
土
）
②
�
月
��
日
（
土
）
�0
時
~
�2
時

▼
場
所

山
口
県
婦
人
教
育
文
化
会
館
（
湯
田

温
泉
五
丁
目
�
‐
１
）
▼
内
容

①
海
外
経
験

か
ら
気
づ
い
た
私
の
挑
戦
~
農
業
で
地
域
を

つ
な
ぐ
~
②
子
ど
も
た
ち
は
、
不
登
校
で
何
を

伝
え
た
い
の
か
？
~
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
~
▼
講
師

①
荒
瀬
澄
枝
氏
（
Ｊ
Ａ
山
口
県
大

内
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
生
産
部
会
長
）
②
村
上
忍
氏

（
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
代
表
理

事
）
▼
定
員

先
着
�0
人
▼
料
金

５
０
０
円

（
資
料
代
）

問
申

や
ま
ぐ
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

エ
コ
ー
０
９
０
‐
１
３
３
８
‐
２
０
５
８

W�LBZP!
D�BCMF�OF�KQ

犯
罪
被
害
者
支
援
公
開
講
座

犯
罪
被
害
者
支
援
公
開
講
座

▼
日
時

５
月
�0
日
（
日
）
��
時
�0
分
（
��
時

開
場
）
▼
場
所

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
会

議
室
２
０
１
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
小
郡
令
和
一
丁
目
１

‐
１
）
▼
演
題

あ
る
日
突
然
犯
罪
被
害
者

遺
族
に
な
る
こ
と
▼
講
師

寺
輪
悟

氏
※
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

参
照
。
問

公
益
社
団
法
人
山
口
被

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
７
６
‐

５
１
５
２
、

０
８
３
‐
９
７
６
‐

５
１
４
５

介
護
実
践
教
室

介
護
実
践
教
室

介
護
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
や
技
術
な

①②③
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ど
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
▼
日
時

６
月
��
日
（
金
）
��
時
�0
分
~
�5
時
�0
分
▼

場
所

山
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
南
部
支
所

（
小
郡
本
町
二
丁
目
�8
‐
8
）
▼
内
容

家
で

で
き
る
介
護
の
工
夫
と
排
泄
介
助
の
コ
ツ
を
学

ぼ
う
▼
講
師

藤
本
令
子
氏
▼
定
員

先
着
20

人
程
度

問
申

山
口
市
介
護
者
の
会
事
務
局

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
３
５
３
８

れ
き
み
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー

▼
日
時

５
月
��
日
（
日
）
�0
時
~
�2
時
、
��

時
~
�5
時
▼
内
容

石
臼
と
薬や

げ
ん研

を
使
っ
て
、

粉
を
作
る
体
験

問
所

歴
史
民
俗
資
料
館
☎

０
８
３
‐
９
２
４
‐
７
０
０
１

布
ぞ
う
り
を
作
ろ
う

▼
日
時

６
月
��
日
（
日
）
�0
時
~
��
時
�0
分��

▼
内
容

日
本
の
伝
統
的
な
履
き
物「
ぞ
う
り
」

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
対

象

小
学
生
以
上
先
着
20
人
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

問
申
所

小
郡
文
化
資
料

館
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
７
０
７
１

萬
代
家
か
ら
見
た
〝
山
口
移
鎮
〟

萬
代
家
か
ら
見
た
〝
山
口
移
鎮
〟

▼
日
時

６
月
2�
日
（
月
）
ま
で
９
時
~

��
時
※
火
曜
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
開

館
、
翌
平
日
休
館
）
▼
内
容

山
口
の
有

力
商
人
・
萬
代
家
の
視
点
か
ら
、
長
州

藩
に
よ
る
藩
庁
の
山
口
移
鎮
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。
▼
料
金

小
中
学
生

１
０
０
円
、
高
校
生
以
上
２
０
０
円

問
所

十
朋
亭
維
新
館
☎
０
８
３
‐

９
０
２
‐
１
６
８
８

が
〜
ま
る
ち
ょ
ば
特
別
公
演

が
〜
ま
る
ち
ょ
ば
特
別
公
演

世
界
で
公
演
を
行
う
国
内
有
数
の
実

力
派
パ
ン
ト
マ
イ
ム
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
が
~

ま
る
ち
ょ
ば
の
新
作
長
編
。
詳

細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参

照
。
▼
日
時

５
月
３
日
（
日
・

祝
）
�6
時
か
ら
▼
対
象

小
学
生
以
上
▼

料
金
（
全
席
指
定
）
６
０
０
０
円
申

Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
運
営
事
務
室
窓
口

や
電
話
、
そ
の
他
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
か
ら

問
所

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
（
小
郡
令

和
一
丁
目
１
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
０
２

‐
６
７
２
７
※
第
2
・
第
�
火
曜
日
は

休
館パ

ン
と
珈
琲
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
６

パ
ン
と
珈
琲
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
６

▼
日
時

5
月
�0
日
（
土
）、
��
日
（
日
）

�0
時
~
�5
時
※
入
場
無
料
（
一
部
有
料
）

▼
内
容

パ
ン
と
珈
琲
の
お
店
が
県
内
外

か
ら
集
結
し
ま
す
。
※
詳
細
は

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

問
所

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル

（
小
郡
令
和
一
丁
目
１
‐
１
）
☎
０
８
３

‐
９
０
２
‐
６
７
２
７

ジ
ャ
ン
・
レ
ノ

ソ
ロ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「ら
く
だ
」

ジ
ャ
ン
・
レ
ノ

ソ
ロ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「ら
く
だ
」

フ
ラ
ン
ス
を
代

表
す
る
世
界
的
俳

優
で
日
本
好
き
と

し
て
も
有
名
な

ジ
ャ
ン
・
レ
ノ
が
、

自
身
の
俳
優
人
生
を
振
り
返
る
ソ
ロ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
公
演
を
開
催
し
ま
す
。
ジ
ャ

ン
・
レ
ノ
出
演
映
画
の
上
映
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時

７
月
６
日
（
月
）
��
時
開
演
、
８
日

（
水
）
��
時
開
演
※
各
回
�0
分
前
開
場
▼
場

所

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
﹇
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
﹈

ス
タ
ジ
オ
Ａ
▼
料
金
（
全
席
指
定
）
通
常
席

︙
一
般
１
万
円
／
ａ
ｎ
ｙ
会
員
・
障
が
い
者

割
９
５
０
０
円
／
25
歳
以
下
５
０
０
０
円
※

プ
レ
ミ
ア
ム
席
完
売
※
未
就
学
児
入
場
不

可
（
有
料
託
児
あ
り
）

問
申

山
口
市
文
化

振
興
財
団
☎
０
８
３
‐
９
２
０
‐
６
１
１
１

初
夏
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー

in
ニ
ッ
セ
イ
徳
地
の
森

初
夏
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー

in
ニ
ッ
セ
イ
徳
地
の
森

▼
日
時

５
月
2�
日
（
土
）
９
時
~
�5
時
▼

場
所

森
林
セ
ラ
ピ
ー
山
口
（
徳
地
野
谷

１
８
４
２
）
※
現
地
ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
移

動
▼
定
員

先
着
�0
人
▼
内
容

森
の
案
内
人

の
ガ
イ
ド
で
、
滑
山
国
有
林
内
の
“
ニ
ッ
セ

イ
徳
地
の
森
”
ま
で
散
策
し
ま
す
。

▼
参
加
費

無
料
（
弁
当
付
）
※
詳

細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

問
申

５
月
�8
日
（
月
）
ま
で
に
、
森
林
セ

ラ
ピ
ー
山
口
☎
０
８
３
５
‐
５
６
‐

５
２
３
４

イ
ベ
ン
ト

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

れ
き
み
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー

布
ぞ
う
り
を
作
ろ
う

ષʹ఻ΘΔޛΓまͰͷ
ಓఔΛेຕͷڇͷֆͰ
දͨ͠ʮेڇਤ 	͡Ύ͏
͗Ύ͏ͣ 
ʯ͔Βண૝Λ
ಘͨ࡞඼ɻ໌࣏࣌୅ͷࢁ
ؒΛ෣୆ʹɺڇͱա͢͝
உΛඳ͘ɻԻָ͸ࡔຊཾ

Ұɻ（202�年ʗ೔ຊ w୆࿷ wΞϝϦΧʗ���෼ʗ؂ಜɿ
௱఩Ұ࿕ʗ1(�2）

黒の牛

山口情報芸術センター［YCAM］ スタジオ C
一般 1,400 円、65 歳以上 1,100 円、any 会員・
学生（中学生以上）・障がい者 ( 介助者 1 名 )1,000
円、小学生以下 800 円

場所

料金

山口情報芸術センター［YCAM］
（中園町7-7）☎083-901-2222

	$
/*,0�/*,0�'*-.���.00-*/�'*-.4� ��$*/&."� */65*-&� ��
$*/&3*$�$3&"5*7&���'063*&3�'*-.4

˞ �೔（౔）্өޙɺ؂ಜτʔΫ͋Γ（ख࿩௨༁ɾཁ໿චه෇）

上映日時

4月 2�೔（ਫɾॕ）ɺ�0೔（໦）���50

5月

�೔（ۚ）���50
2೔（౔）ɺ�೔（೔ɾॕ）����5
�೔（月ɾॕ）����0�
5೔（Րɾॕ）ɺ6೔（ਫɾٳ）ɺ
8೔�（ۚ）�2��0ɺ�೔（౔）�0��0
�0೔（೔）���55
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福祉医療費助成制度 問

「福祉医療費助成制度」は、保険診療による医療費の自
己負担額を助成する制度です。新規に助成を受けるた
めには、申請が必要です。前年度は所得制限を超えた
ため受給できなかった方も、新年度の所得状況により
受給できる場合があります。なお、更新申請が必要な
方には、書面でお知らせします。お知らせに従って更
新手続きをしてください。

​重度心身障害者医療費助成制度

■対象 ਎ମোऀ֐खா �ʙ ࢱอ݈෱ऀ֐ɺਫ਼ਆোڃ�
खா 年ۚ֐ɺোڃ� ͷݝޱࢁ）ɺྍҭखா"൑ఆڃ�
൑ఆ）ɺಛผࣇಐැཆख౰ ख౰౳ऀ֐ɺಛผোڃ�

˞ຊਓͷॴಘ͕Ұఆͷ੍ֹݶΛ௒͑ͳ͍͜ͱɻ
■受付開始日�6月�5೔（月） ■年度更新日��月�೔（ਫ）

​こども医療費助成制度

■対象　খதֶੜ͓Αͼߍߴੜੈ୅
˞ॴಘ੍ݶͳ͠
■年度更新日�8 月 �೔（౔）

​乳幼児医療費助成制度

■対象　খֶߍबֶલͷೕ༮ࣇ
˞ॴಘ੍ݶͳ͠
■受付開始日�6月�5೔（月）　■年度更新日�8月�೔（౔）

​ひとり親家庭医療費助成制度

■対象 ฼ࢠՈఉまͨ͸෕ࢠՈఉͷ਌ͱ ɺࢠະຬͷࡀ�8
෕฼ͷ͍ͳ͍ ɺ྆਌ͷͲちΒ͔͕ॏ౓োࢠະຬͷࡀ�8
͕͍ʹΑΓಇ͚ͳ͍ ͕ࢠͱͦͷ਌͸ࢠະຬͷࡀ�8 �8
͸ࢠ੶͢Δࡏʹ౳ߍ౳ֶߴͷ年౓຤まͰ（ͨͩ͠ɺࡀ
（ͷ年౓຤まͰࡀ20

˞市۠ொଜຽ੫ॴಘׂ͕ඇ՝੫ͷੈଳͰ͋Δ͜ͱɻͨ ͩ͠ɺ
՝੫ੈଳͰ͋ͬͯ΋ ະຬͷැཆ਌଒͕͋Ε͹ɺରࡀ��
৅ͱͳΔ৔߹͋Γ
■受付開始日�6月�5೔（月）　■年度更新日�8月�೔（౔）

◆いずれも

■持参品　डڅର৅ऀͷอݥ৘報͕֬ೝͰ͖Δॻྨ（ϚΠ
φอূݥɾ֬֨ࢿೝॻɾ֨ࢿ৘報ͷ͓஌Βͤ౳）ɺҹؑ
（ඃอऀݥຊਓͱडڅର৅ऀ※͕དྷிͷ৔߹͸ෆཁ）ɺো
͕͍ͷఔ౓Λূ໌͢Δ΋ͷ（ॏ౓৺਎োऀ֐ҩྍͷΈ）ɺ
ͻͱΓ਌ՈఉΛূ໌͢Δ΋ͷ（ͻͱΓ਌ՈఉҩྍͷΈ）ɺ
令和̔年౓ॴಘ՝੫ূ໌ॻ（令和̔年̍月̎೔Ҏ߱ʹస
ೖͨ͠ํͳͲ）まͨ͸஍ํ੫ؔ܎৘報ͷऔಘʹؔ͢Δಉ
ҙॻɺϚΠφϯόʔ͕෼͔Δ΋ͷ（ޱࢁ市Ͱର৅ऀͷॴ
ಘঢ়͕֬گೝͰ͖Δ৔߹͸ෆཁ）ɺདྷிऀͷࣸإਅ෇͖
ͷূ໌ॻ（ӡస໔ূڐ౳）

˞डڅର৅ऀ͕ະ੒年ͷ৔߹͸อऀޢ
■申請先　อݥ年ۚ՝ɺ֤૯߹ࢧॴ૯߹αʔϏε՝

保険年金課☎ 083-934-2803

児
童
手
当
の
手
続
き

児
童
手
当
の
手
続
き

▼
対
象

高
校
卒
業
ま
で（
�8
歳
に
達
し
た
後
、

最
初
の
３
月
��
日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
。
※
父
母
が
と
も
に
養
育
し
て
い

る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
所
得
が
高
い
方
。

手
続
き
方
法
な
ど
の
詳
細
は
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
手
当
額

（
月
額
）
３
歳
未
満
︙
第
１・２
子

１
万
５
０
０
０
円
、
第
３
子
以
降
３
万
円
、

３
歳
以
上
︙
第
１・
２
子
１
万
円
、
第
３
子

以
降
３
万
円
※
児
童
手
当
は
、
原
則
、
申

請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
。
出

生
・
転
入
の
場
合
は
事
由
発
生
日
（
出
生
日
・

転
出
予
定
日
）
の
翌
日
か
ら
�5
日
以
内
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
問

こ
ど
も
未
来
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
９
７

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

︻
児
童
扶
養
手
当
︼
▼
対
象

条
件
の
い
ず
れ

か
に
当
て
は
ま
る
、
�8
歳
に
達
す
る
年
度
末

ま
で
の
児
童
（
中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る

場
合
は
20
歳
未
満
）
を
監
護
・
養
育
し
て
い

る
父
・
母
・
養
育
者
▼
手
当
額

第
�
子
︙

全
部
支
給
４
万
８
０
５
０
円
、
一
部
支
給

４
万
８
０
４
０
円
~
１
万
１
３
４
０
円
、
第

2
子
以
降
︙
全
部
支
給
１
万
１
３
５
０
円
を

加
算
、
一
部
支
給
１
万
１
３
４
０
円
~

５
６
８
０
円
を
加
算
※
前
年
の
所
得
に
応

じ
て
支
給
額
が
変
わ
り
ま
す
。
※
手
続
き
方

法
な
ど
の
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。︻
特
別
児
童
扶
養
手

当
︼
▼
対
象

身
体
・
精
神
の
中
度

以
上
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
。
▼
手
当
額

(
所
得
制
限

あ
り
)
�
級
︙
５
万
８
４
５
０
円
、
２
級
︙

３
万
８
９
３
０
円
◆
い
ず
れ
も

児
童
が
施

設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
は
受
給
で
き
ま
せ

ん
。
受
給
者
や
同
居
親
族
の
所
得
が
一
定
額

を
超
え
て
い
る
と
き
は
支
給
停
止
と
な
り
ま

す
。
※
手
続
き
方
法
な
ど
の
詳
細

は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

問
申

こ
ど
も
未
来
課
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
７
９
７

山
口
市
就
学
相
談
会

山
口
市
就
学
相
談
会

お
子
さ
ん
が
令
和
９
年
４
月
に
小
学
校
就

学
予
定
の
方
を
対
象
に
個
別
相
談
を
行
い
ま

す
。
相
談
時
間
は
50
分
程
度
で
す
。

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

▼
日
時

①
６
月
2�
日
（
水
）、
②
６

月
�0
日
（
火
）、
③
７
月
６
日
（
月
）（
※
い

ず
れ
も
�0
時
~
�6
時
�0
分
）
▼
場
所

①
吉
敷

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
②
大
殿
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
、
③
小
郡
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
定

員

各
会
場
と
も
�5
人

問
申

５
月

��
日
（
月
）
ま
で
に
、
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
ま
た
は
学
校
教
育
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
６
３

パ
パ
マ
マ
フ
ェ
ス

パ
パ
マ
マ
フ
ェ
ス

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
▼
日
時

６
月
７
日
（
日
）
��
時
�0
分
~

�5
時
�0
分
▼
対
象

妊
婦
と
パ
ー
ト
ナ
ー
先

子
育
て

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

所

在
・
連

絡

先

は

16

ペ

ー

ジ

下

参

照
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อ݈ηϯλʔ（݈૿߁ਐ՝）問

෺ؚ࣭͕֐͹͜͸͍ͣΕ΋༗ͨࢠɾՃ೤ࣜɾి͖רࢴ
まΕΔ͜ͱ͕֬ೝ͞Ε͍ͯま͢ɻपғͷਓ΋༗֐෺࣭
Λࠐ͍ٵΉ͜ͱͰɺ݈߁ʹӨٴ͕ڹ΅͞Εま͢ɻͦͷ
ͨΊɺࣗ਎やपғͷਓͷ݈߁ΛकΔͨΊʹ΋ɺ
ԎʹऔΓ૊Έま͠ΐ͏ɻৄ͘͠͸ɺ市΢Σې
ϒαΠτ（ӈͷೋ࣍ݩίʔυ）ʹ͍ͯ͠ࡌܝ
ま͢ɻ

禁煙で自身と周囲の人の健康を守ろう！

˗　クイズ ˗
2�࣍ͷ͏ちɺਖ਼͍͠ͷ͸ͲΕͰ͠ΐ͏ɻ
ᶃՃ೤ࣜͨ͹͜͸Ԏ͕ग़ͳ͍ͨΊ݈߁΁ͷӨڹ͸ͳ͍ɻ
ᶄిͨࢠ͹͜͸ਫৠ͚ͩؾͳͷͰपғͷਓʹӨڹ͸ͳ͍ɻ
ᶅՃ೤ࣜɾిͨࢠ͹͜͸͍ͣΕ΋༗֐෺ؚ࣭͕まΕΔɻ

౴͑ɿᶅ

　5月��೔͸ʮੈքېԎσʔʯͰ͢ɻۙ年ɺ͖רࢴ
ͨ͹͜ʹՃ͑ɺՃ೤ࣜͨ͹͜やిͨࢠ͹͜Λ࢖༻͢Δ
ਓ͕૿͍͑ͯま͢ɻʮԎ͕গͳ͍͔Β҆શʯͱࢥΘΕ
͕ちͰ͕͢ɺਖ਼͍͠஌ࣝΛ࣋ͭ͜ͱ͕େ੾Ͱ͢ɻ

着
�0
組

問
申
所

５
月
７
日
（
木
）
９
時
か

ら
、子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
保
健
課
）

不
妊
お
よ
び
不
育
症
の
治
療
費
助
成

不
妊
お
よ
び
不
育
症
の
治
療
費
助
成

▼
対
象

令
和
８
年
４
月
~
令
和
９
年
３
月
末

の
間
に
受
け
た
治
療
▼
助
成
額

①
一
般
不

妊
治
療
︙
１
年
度
当
た
り
３
万
円
以
内
、
②

人
工
授
精
︙
１
年
度
当
た
り
９
０
０
０
円
以

内
、
③
不
育
症
︙
�
年
度
当
た
り
20
万
円
以

内
※
助
成
期
間
、
助
成
回
数
、
必

要
書
類
等
の
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。

問
申

子
育
て
保

健
課
☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐
７
０
８
５
、
各

保
健
セ
ン
タ
ー
※
保
険
適
用
の
生
殖
補
助

医
療
、
保
険
適
用
の
不
妊
治
療
と
併
用
し
て

実
施
さ
れ
た
国
が
認
め
る
先
進
医
療
は
、
県

で
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
問

県

山
口
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
５
３
１

夜
間
・
休
日
の
ひ
と
り
親
相
談

夜
間
・
休
日
の
ひ
と
り
親
相
談

子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対

応
し
ま
す
。
▼
日
時
（
電
話
）
平
日
夜
間
︙

�8
時
~
2�
時
、
日
曜
日
︙
�0
時
~
��
時
▼
場

所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
う
す
み
ら
い
（
小
郡

新
町
六
丁
目
�
‐
�2
）
▼
対
象

�8
歳
未
満
の

子
ど
も
を
扶
養
す
る
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
▼
相
談
方
法

電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

来
所
、
訪
問
等
で
の
対
応
の
ほ
か
、
必
要
に

応
じ
て
同
行
支
援
も
実
施
し
ま
す
。
▼
相
談

先
☎
０
８
３
‐
９
６
３
‐
９
１
０
７
、

０
９
０
‐
５
８
１
８
‐
６
６
７
８
（
シ
ョ
ー

ト
メ
ー
ル
可
）
問

子
育
て
保
健
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
６
０

離
乳
食
ス
タ
ー
ト
講
座

(小
郡
)

離
乳
食
ス
タ
ー
ト
講
座

(小
郡
)

▼
日
時

６
月
�0
日
（
火
）
�0
時
~
��
時
�0
分

▼
内
容

離
乳
食
の
基
本
に
関
す
る
講
話
と
、

成
長
に
合
わ
せ
た
食
材
ご
と
の
調
理
の
仕
方

な
ど
、
簡
単
な
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。
▼

対
象

生
後
４
~
６
カ
月
児
の
保
護
者
先
着
�0

人
▼
持
参
品

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
▼
託
児

先
着
25
人
（
要
申
し
込

み
）
※
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
受
講
不
可
。

問
申
所

５
月
�5
日
（
金
）
か
ら
子
育
て
支

援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
小
郡
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

離
乳
食
づ
く
り
講
座

(小
郡
)

離
乳
食
づ
く
り
講
座

(小
郡
)

▼
日
時

７
月
８
日
（
水
）
�0
時
~
��
時
�0
分

▼
内
容

離
乳
食
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
食

材
の
組
み
合
わ
せ
方
や
味
付
け
の
仕
方
に
つ

い
て
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
お

伝
え
し
ま
す
。
▼
対
象

生
後
７
~
９
カ
月
児

の
保
護
者
先
着
�0
人
▼
持
参
品

エ
プ
ロ
ン
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
▼
託
児

先
着

25
人
（
要
申
し
込
み
）
※
お
子
さ
ん
と
一
緒

の
受
講
不
可

問
申
所

５
月
�5
日
（
金
）
か

ら
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
小

郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

病
気
の
と
き
の
ホ
ー
ム
ケ
ア

病
気
の
と
き
の
ホ
ー
ム
ケ
ア

▼
日
時

６
月
�0
日
（
火
）
�0
時
~
��
時
�0

分
▼
内
容

子
ど
も
の
病
気
や
お
う
ち
で
の

対
応
方
法
に
関
す
る
講
話
▼
対
象

乳
幼
児

の
保
護
者
先
着
�0
人
▼
講
師

西
郷
謙
二
郎

氏
（
山
口
い
る
か
小
児
科
ア
レ
ル
ギ
ー
科
）

▼
託
児

要
申
し
込
み
※
お
子
さ
ん
と
一
緒

の
受
講
不
可
※
�
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん

の
預
か
り
不
可

問
申
所

５
月
１
日
（
金
）

か
ら
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」

で
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
保
健

課
）令

和
８
年
度

山
口
市
け
ん
し
ん
ガ
イ
ド

令
和
８
年
度

山
口
市
け
ん
し
ん
ガ
イ
ド

各
総
合
支
所
、
各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
分
館
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
に
は
、
郵

送
し
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。

問
申

保
健
セ
ン

タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

複
合
集
団
検
診

(阿
東
・
北
部
・
徳
地
地
域
)

複
合
集
団
検
診

(阿
東
・
北
部
・
徳
地
地
域
)

が
ん
検
診
の
複
合
集
団
検
診
を
実
施

し
ま
す
。
詳
細
は
「
令
和
８
年
度
山
口
市

け
ん
し
ん
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
▼
内
容

①
胃
・
子
宮
・
乳
・
肺
・
大
腸
が
ん
検
診

（
実
施
日
に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
り
ま

す
）、
②
市
国
保
の
特
定
健
診
・
後
期
高

齢
の
健
診
、
③
協
会
け
ん
ぽ
の
特
定
健
診

申

問

が
ん
検
診
（
要
予
約
・
要
受
診
券
）

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

の

所

在
・
連

絡

先

は
16
ペ
ー
ジ
下
参
照

健
康

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申
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は
、
6
月
�
日
（
月
）
９
時
か

ら
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た

は
電
話
で
、
阿
東
地
域
︙
阿
東

保
健
セ
ン
タ
ー
、
北
部
地
域
︙

０
８
０

‐
２
９
１
９
‐
１
１
８
６
、

０
８
０
‐

２
９
１
９
‐
１
１
８
７
、
徳
地
地
域
︙
徳

地
保
健
セ
ン
タ
ー
／
健
康
診
査
（
予
約
不

要
・
要
受
診
券
）
は
、
保
険
年
金
課
▼
市

国
保
の
特
定
健
診
︙
国
保
担
当
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
８
０
２
、
後
期
高
齢
の
健

診
︙
後
期
高
齢
担
当
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
９
６
９
／
協
会
け
ん
ぽ
の
特
定
健
診

（
要
予
約
）
は
、
全
国
健
康
保
険
協
会
山

口
支
部
☎
０
８
３
‐
９
７
４
‐
１
５
０
１

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参

照
。
▼
対
象
者

小
学
６
年
~
高
校

１
年
相
当
の
女
子
※
接
種
に
つ

い
て
は
、
か
か
り
つ
け
医
等
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
▼
接
種
回
数

３
回
（
１
回
目
を
�5
歳

に
な
る
ま
で
に
接
種
す
る
場
合
は
２
回
）
▼

接
種
場
所

各
実
施
医
療
機
関
問

各
保
健
セ

ン
タ
ーお

た
ふ
く
か
ぜ

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
一
部
助
成

お
た
ふ
く
か
ぜ

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
一
部
助
成

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
対

象

１
回
目
︙
１
歳
以
上
２
歳
未

満
、
2
回
目
︙
５
歳
以
上
７
歳
未

満
で
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間（
い

わ
ゆ
る
年
長
児
）
※
ワ
ク
チ
ン
供
給
不
足
に

よ
り
、
助
成
対
象
期
間
に
接
種
で
き
な
か
っ

た
方
（
１
回
目
︙
令
和
５
年
４
月
２
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
��
日
生
ま
れ
、
２
回
目
︙
平

成
�0
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
２
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）
▼
助
成
金
額

３
８
０
０
円
（
各
１

回
）
▼
接
種
場
所

各
実
施
医
療
機
関
問

各

保
健
セ
ン
タ
ー

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

(市
助
成
)

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
2
種
類
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
接
種
回
数
や
方
法
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
効
果
と
そ
の
持
続
期
間
、
副
反
応
な

ど
の
特
徴
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細

は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼

対
象

接
種
日
時
点
で
50
歳
~
6�
歳

▼
助
成
金
額

生
ワ
ク
チ
ン
︙
４
０
０
０
円
、

組
換
え
ワ
ク
チ
ン
︙
１
万
円
／
回
（
2
回

ま
で
）
※
市
へ
の
事
前
申
請
は
不
要
で
す
。

医
療
機
関
が
定
め
る
接
種
料
金
か
ら
助
成

金
額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
▼
接
種
場
所

市
内
各
実
施
医
療

機
関
問

各
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

︻
生
活
を
振
り
返
ろ
う
！
栄
養
バ
ラ
ン
ス
＆
お
口

の
健
康
︼
▼
日
時

６
月
３
日
（
水
）
��
時
~

�5
時
、
４
日
（
木
）
９
時
~
��
時
▼
内
容

体

組
成（
筋
肉
量
、脂
肪
量
）測
定
、健
口
チ
ェ
ッ

ク
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
相
談
、

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
ミ
ニ
講
話
、
相
談
▼
持

参
品

各
種
健
康
診
査
結
果
（
お
持
ち
の
方
）

※
体
組
成
測
定
を
希
望
す
る
方
は
は
だ
し
に

な
れ
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
所

保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
民
の
食
育
推
進
を
図
る
た
め
、
地
域
や

教
育
機
関
な
ど
で
、
食
育
活
動
を
実
践
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
活
動
の
様
子
は
健
康
増
進
課
公
式
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
参
照
。
▼
募
集
分
野

食
生
活
・
食

体
験
に
関
す
る
こ
と
、
健
康
管
理
・
栄
養
に

関
す
る
こ
と
、
食
文
化
・
食
の
安
全
・
食
品

製
造
・
食
品
加
工
・
食
品
流
通
等
に
関
す
る

こ
と
、
食
に
関
す
る
体
験
・
見
学
場
所
の
提

供
▼
応
募
要
件

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
ま
た
は
市
内
の
団
体
、
②
食
育
に
関

心
が
あ
り
、
活
動
を
原
則
無
償
で
行
え
る
個

人
ま
た
は
団
体
（
政
治
・
宗
教
・
営
利
を
目

的
と
し
た
活
動
を
行
う
方
を
除
く
）

問
申
所

６
月
�0
日（
火
）ま
で
に
、保
健
セ
ン
タ
ー（
健

康
増
進
課
）

ロ
コ
モ
予
防
教
室

ロ
コ
モ
予
防
教
室

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
ロ
コ
モ
）

は
、
骨
や
関
節
、
筋
肉
な
ど
体
を
動
か
す
機

能
が
低
下
し
た
状
態
の
こ
と
で
、
進
行
す
る

と
将
来
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。
健
康
的
な
生
活
習
慣
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？
▼
日
時

①
６
月
��
日
（
水
）

�0
時
~
��
時
�0
分
、
②
６
月
2�
日
（
水
）
�0

時
~
��
時
�0
分
▼
内
容

①
ロ
コ
モ
度

チ
ェ
ッ
ク
、
医
師
講
話
、
②
運
動
講
話
・
実

技
、
栄
養
講
話
▼
対
象

市
民
�0
人
程
度
▼

料
金

②
の
み
保
険
料
50
円
▼
講
師

①
長
谷

亮
佑
氏
（
医
師
）、
②
澄
川
絵
里
奈
氏
（
健

康
運
動
指
導
士
）
▼
持
参
品

筆
記
用
具
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
動
き
や
す
い
服
装
、
室

内
用
運
動
靴

問
申
所

小
郡
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

◇保健センター、 こども家庭センター
ถೋஸ໨ࢳ　 6�6
ɾ݈૿߁ਐ՝�ὸ 08���2��2666
　ɾࢠҭͯอ݈՝�ὸ 08���2���085
◇小郡保健福祉センター
খ܊Լڷ 60��5　
　ὸ 08������8���
◇徳地保健センター
ಙ஍ງ �56���
　ὸ 08�5�52�����
◇阿東保健センター
Ѩ౦ಙࠤத ��82
　ὸ 08���56�0���

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

(市
助
成
)

地域 期日 曜日 場所 内容

7/1 水 阿東地域交流センター篠生分館 ①

7/3 金 阿東地域交流センター生雲分館 ①

7/9 木 嘉年基幹集落センター ①

7/14 火 阿東地域交流センター ①②

7/19 日 阿東老人福祉センター ①②

7/11 土 山口県健康づくりセンター ①　 ③

7/25 土 山口市保健センター ①

8/23 日 大内地域交流センター ①　 ③

10/1 木 徳地地域交流センター島地分館 ①②

10/4 日 徳地文化ホール ①②③

10/6 火 徳地地域交流センター八坂分館 ①②

10/15 木 徳地文化ホール ①

阿東

北部

徳地

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会
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࣍ͷ年ྸͷํ͸ແྉͰड਍Ͱ͖ま͢ɻର৅ऀ͸ɺ
ड਍݊ͷࣗݾෛ୲ۚཝʹʮແྉʯͱ͍ͯ͠ࡌهま
͢ɻ˞લ年౓ʹ市ͷड਍݊Λ࢖༻ͯ͠ң಺ݕڸࢹ
ࠪɺ͕ٶࢠΜɺೕ͕Μݕ਍Λड਍͞ΕͨํΛআ͘ɻ

無料対象者について

日程や場所は変更になる場合があります

਍ͷ೔ఔɾ৔ॴ͸ɺݕஂू߹਍ɾෳݕஂू
令和̔年౓ޱࢁ市͚Μ͠ΜΨΠυࡌܝͷ༧
ఆ͔ΒมߋʹͳΔ৔߹͕͋Γま͢ɻ

受診券

౧৭Ͱɺ௕̏ܗ号ͷ͸͕͖Ͱ͢ɻ

Ҏ্ͷ市ຽࡀ20
˞�年ྸཁ݅ʹ֘౰͢Δݕ਍ର৅ऀʹɺݕ਍߲໨͕
਍౳ड਍݊Λ͓ಧ͚͠ま͢ɻݕΕ͕ͨΜ͞ࡌه
˞ड਍݊ͷૹ෇͸年̍ճͰ͢ɻड਍͞ΕΔまͰେ੾
ʹอ؅͓͍͍ͯͯͩ͘͠͞ɻฆࣦ౳ʹΑΔड਍݊
ͷߦൃ࠶͸ɺอ݈ηϯλʔͰ͍ߦま͢ɻ

対象者

6 月からがん検診がはじまります
職場や施設等でがん検診等を受診する機会のない方へ

市Ͱ͸ɺ͕Μͷૣݟൃظɾૣ͚޲ʹྍ࣏ظɺ֤छ͕Μݕ਍（ݸผݕ਍ɾूஂݕ਍）Λ࣮͠ࢪま͢ɻఆ
ঢ়ଶΛνΣοΫ͠ま͠ΐ͏（ड਍݊͸̑月Լ०ʹૹ෇༧ఆ）ɻ߁਍Λड͚ͯࣗ෼ͷ਎ମͷ݈ݕʹతظ

■問い合わせ　保健センター （健康増進課）

☎ 083-921-2666

਍ݕଇ༧໿͕ඞཁͰ͢ɻूஂݪ਍Λड͚Δʹ͸ɺݕ
͸֤อ݈ηϯλʔ（༧๷อ݈ڠձ อ݈ݕ਍ηϯλʔ
ձ৔ͷΈݝޱࢁ༧๷อ݈ڠձ）΁ɺݸผݕ਍͸࣮ࢪ
ҩྍؔػ΁࿈བྷ͍ͯͩ͘͠͞ɻͳ͓ɺड਍͢Δʹ͸ɺ
ड਍͕݊ඞཁͰ͢ɻඞͣݕ਍ձ৔΁͓࣋ち͍ͩ͘͞ɻ
˞ഏ͕Μݕ਍（݁֩ݕ਍）Λड਍͞ΕΔࡍ͸ɺࣄલʹ
ड਍݊ͷ໰਍ථΛهೖ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

検診を受けるには

検診の種類

ഏ͕Μݕ਍（݁֩ݕ਍）ɺң͕Μݕ਍ɺେ௎͕Μݕ਍ɺ
਍ɺ؊Ԍݕ਍ɺલཱથ͕Μݕ਍ɺೕ͕ΜݕΜ͕ٶࢠ
΢Πϧεݕ਍ɺ͠ૈࠎΐ͏঱ݕ਍ɺࣃप݈࣬ױ਍

集団検診の予約について

ظ਍ͷ༧໿͸ɺձ৔や೔ఔʹΑΓड෇։࢝࣌ݕஂू
͕ҟͳΓま͢ɻৄ͘͠͸ɺड਍݊まͨ͸ʮ令和̔年
౓ޱࢁ市͚Μ͠ΜΨΠυʯ（ӈͷೋ࣍ݩ
ίʔυまͨ͸֤૯߹ࢧॴ౳ʹ഑Ս）Λ
͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

■対象年齢 （令和8年4月 1日時点）

ೕ͕Μɾң͕Μɾ
େ௎͕Μɾഏ͕Μ
਍ݕ

�0ɾ�5ɾ50ɾ55ɾ60 ࡀ
ͷํ（ೕ͕Μݕ਍͸ঁੑͷ
Έ）

਍ݕᰍ͕Μٶࢠ 20ɾ25ɾ�0ɾ�5ɾ�0 ࡀ
ͷঁੑ

਍ݕΐ͏঱͠ૈࠎ ͷঁੑࡀ�0

਍݈ױप࣬ࣃ
20ɾ25ɾ�0ɾ�5ɾ�0ɾ
�5ɾ50ɾ55ɾ60ɾ65ɾ
ͷํࡀ�0

਍ݕ֩݁ ত和 �� 年̐月̍೔Ҏલʹ
ੜまΕͨํ

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申
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令和8年度
各種健康診査等のお知らせ

■対象　લ年౓தʹ�5ࡀʹͳͬͨ৽نඃอऀݥ
ͷํまͨ͸ো֐ೝఆʹΑͬͯऀྸߴظޙҩྍ੍
౓ʹ৽نՃೖ͞Εͨํ（্هҎ֎Ͱड਍Λر๬
͢Δऀྸߴظޙҩྍ੍౓Ճೖऀͷํ͸ɺ͓໰͍
߹Θ͍ͤͩ͘͞）ɻ

■実施期間

　6月�೔（月）ʙ令和̕年�月��೔（೔）
■実施医療機関　5 月຤まͰʹର৅ऀʹ͓ૹΓ
͢ΔʮࣃՊ݈߁਍ࠪड਍݊ʯʹಉ෧͠ま͢ɻ

■持参品　ࣃՊ݈߁਍ࠪड਍݊ɺ࣭໰ථɺϚΠ
φอূݥ౳

■料金　ແྉ
�ہ຿ࣄ߹Ҭ࿈޿ҩྍऀྸߴظޙݝޱࢁ�

　ὸ08���2�����2

年に一度は健康診査等を受診し
て、自分の生活習慣をチェック
し、自分ができる健康づくりを
始めましょう。

■対象　ޱࢁ市ࠃຽ݈߁อݥʹՃೖ͍ͯ͠Δ�0
Ҏ্ͷํࡀ

■実施期間　6月�೔（月）ʙ�2月20೔（೔）
■実施医療機関　5月຤まͰʹର৅ऀʹ͓ૹΓ
͢Δʮಛఆ݈߁਍ࠪड਍݊ʯʹಉ෧ͷϦʔϑ
ϨοτͰ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

■持参品　ಛఆ݈߁਍ࠪड਍݊（ԫ྘৭）ɺ࣭໰
ථɺϚΠφอূݥ౳

■料金　ແྉ

■対象　ޱࢁ市ࠃຽ݈߁อݥʹՃೖ͍ͯ͠Δํ
　（೚ҙ߲ࠪݕ໨ʹΑͬͯ͸年ྸ੍͋ݶΓ）
■実施期間　6月�೔（月）ʙ�2月20೔（೔）
■実施医療機関　6月த०ʹ෧ॻͰಧ͘ʮࠃຽ݈߁อݥ
ྉො՝ܾఆ௨஌ॻʯʹಉ෧ͷʮ࣮ࢪҩྍؔػҰཡදʯ
Ͱ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

■持参品

【申込時】 ຊਓ֬ೝॻྨ
【受診時】 ϚΠφอূݥ౳ɺਃޙࠐʹಧ͘ॻྨやࠪݕ
༰ثͳͲ

■料金　ࠪݕඅ༻ͷ໿2ׂ

■申し込み方法

͋Β͔͡Ίҩྍؔػͱ೔ఔΛௐ੔ͷ্ɺड਍೔ͷ�0೔
લまͰʹɺ্هೋ࣍ݩίʔυ͔Βਃ͠ࠐΜͰ͍ͩ͘͞ɻ
֤૯߹ࢧॴまͨ͸֤஍Ҭަྲྀηϯλʔ（࣍͸আ͘ɻେ
఼ɺനੴɺ౬ాɺখ܊ɺळึɺѨ஌ਢɺಙ஍ɺѨ౦）͓
Αͼ෼ؗɺେւ૯߹ηϯλʔͰ΋ਃ͠ࠐΈͰ͖ま͢ɻ

อݥ年ۚ՝�ὸ 08������2802

छผ ຊਓෛ୲ֹ（໨҆）
ਓؒυοΫ ໿�
500ʙ �
�00ԁ
؆қ೴υοΫ 5
800 ԁ

人間ドック ・簡易脳ドック

問

後期高齢者のお口の健康診断

歯周疾患健診

問

問

■対象　ޱࢁ市ࠃຽ݈߁อݥʹՃೖ͍ͯ͠
Δํ

■実施期間

6月 �೔（月）ʙ令和̕年̎月28೔（೔）

■実施医療機関 6 月த०ʹ෧ॻͰಧ͘
ʮࠃຽ݈߁อݥྉො՝ܾఆ௨஌ॻʯʹಉ
෧ͷʮ࣮ࢪҩྍؔػҰཡදʯͰ֬͝ೝ
͍ͩ͘͞ɻ

■持参品　্هʮ࣮ࢪҩྍؔػҰཡදʯɺ
ϚΠφอূݥ౳
˞令和̔年̐月̍೔ࡏݱͷ年ྸ͕20ࡀɾ
25 ɾ�0ࡀ ɾ�5ࡀ ɾ�0ࡀ ɾ�5ࡀ ɾࡀ
50 ɾ55ࡀ ɾ60ࡀ ɾ65ࡀ ɾ�0ࡀ ͷࡀ
ํ͸݈૿߁ਐ՝ͷࣃप݈࣬ױ਍ͷର৅ͱ
ͳΓま͢ͷͰɺ͕Μݕ਍౳ड਍݊΋ඞཁ
Ͱ͢ɻ

■料金　ແྉ（ࣗݾෛ୲ۚ
800ԁ͸࣮ࢪҩྍ͕ؔػ
ෛ୲）
อݥ年ۚ՝�

　ὸ08������2802

特定健康診査

2年࿈ଓͰड਍͞ΕͨํʹɺநબͰϓϨθϯτΛ
ଃఄ͍ͯ͠ま͢（ৄࡉ͸ɺ্ র）ɻࢀϦʔϑϨοτه

問อݥ年ۚ՝�ὸ 08������2802
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�
月
26
日
（
木
）、
株
式
会
社
ゼ
ン

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
お
よ
び
株
式

会
社
Ｇ
Ｆ
Ｆ
と
本
市
が
、
県
の
立
ち
会
い

の
も
と
、
新
事
業
所
展
開
協
定
の
調
印
式

を
行
い
ま
し
た
。

市
長
は
、「
地
域
経
済
の
活
性
化
は
も

と
よ
り
、
雇
用
の
創
出
や
人
材
育
成
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
と
っ
て
大
変
意
義
深
い
も
の
と
受

け
止
め
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

両
社
は
、
東
京
都
港
区
に
本
社
を
置
き
、

株
式
会
社
ゼ
ン
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
外
食
事
業
を
中
心
に
多
様
な
ブ
ラ
ン

ド
を
展
開
し
、株
式
会
社
Ｇ
Ｆ
Ｆ
は
グ
ル
ー

プ
の
食
品
製
造
機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
計
画
に
よ
り
、
鋳
銭
司
第
二
団

地
内
に
新
た
な
事
業
所
を
展
開
し
、グ
ル
ー

プ
各
業
態
に
対
応
す
る
食
品
製
造
拠
点
と

し
て
事
業
を
進
め
る
予
定
で
す
。

３
月
�6
日
（
月
）、
西
日
本
旅
客
鉃
道
株

式
会
社
・
山
口
商
工
会
議
所
・
森
ビ
ル
都

市
企
画
株
式
会
社
・
本
市
の
４
者
に
よ
る
、

「
新
山
口
駅
周
辺
に
お
け
る
に
ぎ
わ
い
の

創
出
と
地
域
活
性
化
に
向
け
た
連
携
協
定
」

の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

協
定
で
は
、
各
団
体
が
連
携
し
、
に
ぎ

わ
い
の
創
出
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

協
定
の
締
結
に
あ
た
り
市
長
は
「
合
併

以
後
、
新
山
口
駅
周
辺
で
築
き
上
げ
て
き

た
都
市
基
盤
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
ソ

フ
ト
展
開
に
よ
る
エ
リ
ア
の
価
値
向
上
の

た
め
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
、
こ
の
取
り
組
み
へ
の
意
気
込
み
を
述

べ
ま
し
た
。

�
月
5
日
（
木
）、
農
林
水
産
省
お
よ

び
内
閣
官
房
が
主
催
す
る
「
第
�2
回
デ
ィ

ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
」
特
別
賞
受
賞

の
報
告
の
た
め
、
株
式
会
社
あ
ぐ
り
て
ら

す
阿
知
須
の
長
尾
智
美
代
表
取
締
役
社
長

ら
が
、
市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

阿
知
須
地
域
の
特
産
漬
物
「
寒か

ん
づ
け漬

」
を

再
興
さ
せ
、「
地
域
の
宝
」
と
し
て
次
世

代
へ
継
承
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
は
「
寒
漬
文
化
を
し
っ
か
り
守
っ

て
も
ら
え
て
い
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
う
。
市
内
農
家
の
皆
さ
ん
の
励
み
に
な

る
素
晴
ら
し
い
実
績
を
、
こ
れ
か
ら
も
応

援
し
て
い
き
た
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

΢ΣϒαΠτ
Ͱ΋ެ։த

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
あ
ぐ
り
て
ら
す
阿
知
須

「第
12
回
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
む

ら

山
漁
村

の
宝
」
特
別
賞
受
賞

TOPICS

▲記念撮影 （左から市長、 山口
県産業労働部の藤村企業立地統
括監、 （株） ゼンショーホールディ
ングスの遠藤常務執行役員、 （株）
ＧＦＦの清水代表取締役）

▲記念撮影 （左から山口商工会議
所の河野会頭、 市長、 西日本旅
客鉃道 （株） の飯田支社長、 森ビ
ル都市企画 （株） の藤巻社長​）

▲記念撮影 （左から、 （株） あぐ
りてらす阿知須の若崎さん、 長尾
代表取締役専務、 長尾代表取締
役社長、 市長）

新
山
口
駅
周
辺
に
お
け
る
に
ぎ

わ
い
の
創
出
と
地
域
活
性
化
に

向
け
た
連
携
協
定
締
結
式

株
式
会
社
ゼ
ン
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
、
株
式
会
社
Ｇ
Ｆ
Ｆ

新
事
業
所
展
開
協
定
調
印
式

問

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
３

表
紙
の
写
真

春
を
告
げ
る
こ
い
の
ぼ
り

表
紙
の
写
真
は
、
道
の
駅
「
仁
保

の
郷
」
の
近
く
を
流
れ
る
、
仁
保
川

の
上
空
を
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
で
す
。

こ
の
こ
い
の
ぼ
り
は
、
約
30
年
前

か
ら
、
自
治
会
や
む
ら
づ
く
り
塾
、

子
ど
も
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
毎
年
掲
揚

さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
う
春
の
風
物
詩
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

色
と
り
ど
り
の
約
１
４
０
匹
も
の

コ
イ
が
、
風
を
受
け
て
力
強
く
舞
う

姿
は
、
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

る
と
と
も
に
、
地
域
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
温
か
な
思
い
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

川
沿
い
に
は
、
散
策
に
訪
れ
る
家

族
連
れ
や
写
真
を
楽
し
む
人
の
姿
も

多
く
見
ら
れ
、
世
代
を
問
わ
ず
楽
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
い
の
ぼ
り
は
５
月
５
日
（
火
・

祝
）
ま
で
掲
揚
し
て
い
ま
す
。
仁
保

の
自
然
と
、
人
の
温
か
さ
が
感
じ
ら

れ
る
こ
の
景
色
を
見
に
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。▲地域の大人と一緒に

子どもたちが作業して
いる様子
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圏域の市町におでかけしよう！

圏域7市町の
イベント情報

バラ展常設展示特設コーナー「10分
でわかる山陽小野田市の歴史」
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期間  5月 ��೔（೔）まͰ
໰ॴ ໟརത෺ؗ（ଟʑྑҰஸ໨
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浜崎伝建おたから博物館
フェローシップ・プログラム
2026滞在アーティスト　
大坪晶展覧会

水俣病　
～公式確認から70年～ඒೠ ഡ ௡和໺

஍۠ʹ఻Θݐொɾ඿࡚఻ߓ
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日時  5 月 ��೔（೔）
࣌̕ʙ �5࣌

場所  ඿࡚఻͔͓ͨݐΒത෺ؗ（඿࡚
ຊொےपล）

໰ ඿࡚ͬ͠ちΐΔձࣄ຿ہ
　ὸ�08�8�22�0���

಺֎ͷܳज़ՈΛট΁͍͠ɺࠃ
Πϕϯτ౳Λ௨ͯ͡ݝຽ͕
ܳज़จԽʹ৮Εɺܳज़Ոʹ৮
Εɺܳज़Ոͱަྲྀ͢ΔػձΛ

͸ࡉৄ˛
͜ちΒ

͸ࡉৄ˛
͜ちΒ

͸ࡉৄ˛
͜ちΒ
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໰ॴ ྉؗࢿཅখ໺ా市ྺ࢙ຽଏࢁ
（ӫொ��2�）ὸ�08�6�8��5600

提供します。
期間   5 月 26೔（Ր）ʙ ��೔（೔）
໰ॴ ळ٢୆ܳࡍࠃज़ଜ（ळ๕ொळ٢
50）ὸ�08���6��0020
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場
と
し
て
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

代
表
の
小
林
さ
ん
は
、
子
ど
も
時
代

の
遊
び
場
で
あ
っ
た
象
頭
山
を
今
の
子

ど
も
た
ち
に
も
遺
し
た
い
と
、
地
域
の

有
志
と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

春
に
は
山
頂
に
こ
い
の
ぼ
り
を
掲

げ
、
冬
に
は
象
を
か
た
ど
っ
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
る
な
ど
、
象
頭
山
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
訪
れ
た
人
が

楽
し
め
る
よ
う
長
年
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

「
象
頭
山
は
、
地
域
の
大
切
な
宝
。

山
頂
か
ら
は
市
内
を
一
望
で
き
、
室
町

時
代
の
大
内
氏
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
多
く
の
人
に
親
し
ん
で
も

ら
え
る
場
所
に
し
た
い
」
と
話
す
小
林

さ
ん
。

地
道
な
活
動
が
、
地
域
の
魅
力
を

次
の
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
ま
す
。

212121
地
域
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

大
内
地
域
は
、
市
の
中
心
部
に
近

く
、
生
活
の
利
便
性
に
優
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
宅
地
の
開
発
や
郊
外
大
型

店
舗
の
出
店
が
進
み
、
市
内
第
2
位

の
人
口
を
誇
る
活
気
あ
る
地
域
で
す
。

加
え
て
、
大
内
氏
が
か
つ
て
本
拠

地
を
構
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
貴
重

な
歴
史
文
化
遺
産
が
数
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
室
町
時
代
に
山

口
を
訪
れ
た
中
国
の
役
人
が
、
象
に

似
た
山
と
し
て
詩
を
読
ん
だ
こ
と
が

由
来
と
さ
れ
て
い
る

「
象ぞ

う

ず

さ

ん

頭
山
」
を
、

次
世
代
へ
引
き
継
ご
う
と
活
動
さ
れ
て

い
る

「
象
頭
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
地
域
の
憩
い
の
山
を

　
　
　
　
次
の
世
代
へ
◆

個
性
豊
か
な
市
内
21
の
地
域
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

魅
力
あ
る
活
動
等
を
リ
レ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

  

広
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大
内
地
域

vol.6

問

「
象
頭
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
、
象
頭
山
の
登
山
道
や
山
頂
の
草
刈

り
を
定
期
的
に
行
い
、
地
域
の
憩
い
の

次回は宮野地域に
　　　　リレーします！　　　　市಺֤஍Ҭͷ৘報͕͞ࡌܝΕͨ「地球の歩き方　山口市」΋ൢചதɻ

▲山頂からの眺望。 5月上旬頃まで山
頂にこいのぼりが掲げられています。

▲象頭山再生プロジェクトのメン
バーが作業をしている様子

市報やまぐち　2026年（令和8年）5月号 20

【提供事業者】 銭の菓子本舗
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イベントカレンダー5
月

　　　　　　7/26（日）まで

໰ 中原中也記念館
☎ 083-932-6430

ॴ

企画展Ⅰ　コラボレーション展示
「萩の陶工と中原中也　土の詩情」

5/4（月・祝）
第 11回​森フェス​
～ニューポンのモリモリ引力の法則～

自然あそび・森のワーク
ショップ・アウトドア体験
など、子どもも大人も夢中
になれるコンテンツをたく
さんご用意しています。「森
に引き寄せられる」1日を、
ぜひ体感してください。

໰ 森林セラピー山口
☎ 0835-56-5234

ॴ

400 年以上の伝統を誇る萩焼
と中原中也の詩の展示を開催
します。12人の作家それぞれ
が中也の詩 1篇をテーマに制
作した萩焼を中也の詩ととも
に展示します。

国立山口徳地青少年自然の家

開催中のイベント5/5（火・祝）
第52回青空天国いこいの広場

໰青空天国いこいの広場実行
委員会�☎ 083-902-0892
毎年 5月 5日の子どもの日
に開催されており、「大人も
子どもも山口を楽しむ日」を
テーマに今年も開催します。
ワークショップやグルメ、ス
テージ企画等が楽しめるイベ
ントです。

ॴ中心商店街、亀山公園ふれあ
い広場、パークロード周辺

クイズ de読者プレゼント

▶今月のクイズ
　　○○に当てはまる言葉を答えにお書きく　
　　​ださい。

ʓʓ͸ɺͨࢲちͷ฻Β͠ʹ͔ܽͤͳ͍ʮ৯ʯ
Λ͑ࢧΔେ੾ͳۀ࢈Ͱ͢ɻ

ΫΠζʹԠื͍͖ͨͩɺਖ਼ղͨ͠ํͷத͔ΒநબͰɺ஍ݩಛ
඼౳ͷϓϨθϯτ͕౰ͨΓま͢ɻ౰બൃද͸ɺ঎඼ͷൃૹΛ࢈
΋ͬͯɺ͔͍͖͑ͤͯͨͩ͞ま͢ɻ

▶応募方法 5月31日 （日） 締切 （消印有効）

ᶃ໊ࢯɺᶄ˟ॅॴɺᶅి࿩൪号ɺᶆੜ年月೔ɺ
ᶇΫΠζͷ౴͑ɺᶈ͝ر๬ͷϓϨθ
ϯτΛ໌͠هɺӈͷೋ࣍ݩίʔυɺ
まͨ͸ɺ͸͕͖Ͱ͝Ԡื͍ͩ͘͞ɻ

▶今月のプレゼント

②道の駅 「仁保の郷」 商品券

ઌ೔άϥϯυΦʔϓϯͨ͠ɺಓ
ͷӺʮਔอͷڷʯɻ৽઱ͳ໺͔ࡊ
Βɺ೶Ոͷ௮෺ɺ஍ݩͷՃ޻඼ɺ
͓౔࢈෺まͰͦΖ͏ɺಓͷӺʮਔ
อͷڷʯͰͷ͓ങ͍෺ʹ͓͍࢖
͍͚ͨͩま͢ɻ 【提供事業者】 有限会社　仁保の郷

①ふるさと銘菓詰め合わせ

ฏ҆࣌୅ɺમΛர଄͢Δ໾ॴ
ʮप

͓͢͏ͷ͡ΎͤΜ͠

๷ரમ࢘ʯ͕ஔ͔Εͨྺ࢙ͷ
஍ɾரમ࢘ɻڷ౔ͷҒਓɺେଜ
ӹ࣍࿠ΛੜΜͩ͜ͷ஍΁ͷ૝͍
ΛࠐΊͯɺમͷ՛ࢠຊฮͷਓؾ
໏՛Λ٧Ί߹Θͤまͨ͠ɻ 【提供事業者】 銭の菓子本舗

抽選で
5名様

ϓϨθϯτͷఏऀۀࣄڙΛਵ࣌
ืू͍ͯ͠ま͢ɻৄࡉ͸ӈͷೋ
র͍ͩ͘͞ɻࢀίʔυΛ͝ݩ࣍

抽選で
５名様

˟ �5��8650（ॅॴࡌهෆཁ）
ௌ՝ʮΫΠζ޿報޿市ޱࢁ EF ಡऀϓϨ
θϯτʯ܎
˞͝ఏ͍͍ͨͩͨڙ৘報͸ɺϓϨθϯτૹ෇ͷ໨తʹݶΓ࢖༻ͤͯ͞
　͍͖ͨͩɺݸਓ৘報อޢ๏ʹ͍ͯͮجదਖ਼ʹ؅ཧ͍ͨ͠ま͢ɻ

4 月号のクイズの答え：元気

5名様

  

新
年
度
が
始
ま
り
1
カ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
学
校
や
職
場
等
、
新
た
な
環
境
と
な

ら
れ
た
方
も
、
少
し
落
ち
着
い
て
こ
ら
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、本
市
で
は
、

４
月
か
ら
新
た
に
仙せ
ん
ご
く
か
つ
ひ
ろ

石
克
洋
氏
を
副
市
長

に
お
迎
え
し
、
本
市
初
の
副
市
長
の
二
人
体

制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

仙
石
副
市
長
は
、
山
口
県
の
技
術
職
員

と
し
て
長
き
に
わ
た
り
、
道
路
の
建
設
を
は

じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
第一線
に
携
わって
こ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
豊
富
な

経
験
と
専
門
的
知

見
を
最
大
限
に
生

か
し
、
本
市
が
現

在
進
め
て
い
る
国

道
２
号
、
９
号
の

整
備
や
、
パ
ー
ク

ロ
ー
ド一帯
に
お
け

る
県
有
施
設
と
の

連
携
強
化
、
さ
ら

に
は
南
部
地
域
の

人
口
を
１
万
人
増

や
す
プ
ロ
ジェク
ト
な
ど
の
取
組
を
牽
引
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

仙
石
副
市
長
と
本
年
１
月
に
就
任
し
た

原
田
副
市
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
発
揮

い
た
し
、
本
市
の
発
展
が
近
隣
市
町
そ
し
て

山
口
県
全
体
へと
しっか
り
波
及
し
て
い
け
る

よ
う
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

山
口
市
長

副
市
長
二
人
体
制
ス
タ
ー
ト

©りおた

共に
歩む
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受診される際は、必ず事前に電話をして、
医療機関の指示に従ってください。

市ウェブサイトでも
市報やまぐちを
ご確認いただけます！

ɾٳ೔౰൪ҩ͸ม͢ߋΔ৔
߹͕͋Γま͢ɻࣄલʹ֤ҩ
ೝ͍ͩ͘͞ɻ֬͝ʹؔػྍ
ɾಙ஍஍Ҭʹ͍ͭͯ͸ʮ;
Δ͞ͱͱͫ͘ʯΛ͝ཡͩ͘
͍͞ɻ

6月の休日当番医

　　休日・夜間急病診療所
■住所　　　ࢳถೋஸ໨6�6
■電話　　　08���25�2266
【内科（高校生以上） ・ 外科】

■診療日時 ຖ೔��࣌�ʙ 22࣌
˞ड਍͞ΕΔલʹɺඞͣి࿩Λͯ͠
͍ͩ͘͞ɻ

【歯科】

■診療期日 ೔༵ɺॕ೔ɺ8���ʙ�6ɺ
�2�2�ʙ���

■診療時間 �࣌�ʙ ��࣌
˞6��ɺ6���͸ �࣌ʙ�2࣌

　　山口･防府地域夜間こども急病センター
■住所　　　ീ഼അ৔5���
（පӃ಺ࣈ੺ेޱࢁ）　　　　　　
■電話　　　08���2��8025
■診療日時　ຖ೔��࣌�ʙ 22࣌
■診療科目　খࣇՊ（̌ࡀʙதֶੜ

ͷ಺Պత࣬ױ）
˞͚͕や͍ܰや͚ͲͳͲ͸֎ՊͰ਍
ྍ͠ま͢ͷͰɺٳ೔ɾ໷ؒٸප਍
ྍॴΛड਍͍ͯͩ͘͠͞ɻ
˞ड਍͞ΕΔલʹɺඞͣి࿩Λͯ͠
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急な病気やケガ等で救急車を呼ぶか
病院に行くか迷ったときは

【小児救急医療電話相談】

■対象　　　ࢠͲ΋（�5ࡀະຬ）
■電話　　　̅8000まͨ͸

　　08���2��2�55
■相談日時　ຖ೔��࣌ʙཌ೔8࣌
【救急医療電話相談】

■対象　　　͓ͱͳ（�5ࡀҎ্）
■電話　　　̅����まͨ͸

　　08���2������
■相談日時　ຖ೔2�࣌ؒ
˞૬ஊ͸ɺ͍ͣΕ΋ࢣޢ؃ͱҩ͕ࢣ
ରԠ͠ま͢ɻ

人​の​う​ご​き （推計人口） デジタル推進課 ὸ 083-934-2748問
⚠令和 2年国勢調査確報値を基に算出
した人口を掲載しています。

上段は令和8年4月 1日現在
　　　　　　　　　　　（うち外国人数）

下段は令和8年3月中の増減

186,265人
（2,499人）

ー 859人

88,610世帯

  ー184世帯

88,927人
（1,222人）

ー 487人

97,338人
（1,277人）

ー 372人

全体 男 女 世帯

※1​​［山口市休日 ・夜間急病診療所］ 受付時間9時～ 11時 30分、 13時～ 16時 30分

※2 ［津和野共存病院］ 8時 30分～ 17時 15分 （16時 30分までに来院可能な方のみ）

内科系 外科系 内科系 ・外科系 小児科 内科系 外科系

7

日

೔ɾ໷ؒٳ市ޱࢁ
ප਍ྍॴ�※1ٸ
（ถೋࢳ）

083-925-2266

ͩ͘;ٶͷࡾ
ΫϦχοΫ
（Ұٶͷࡾ）

083-901-2525

ʦ಺Պʧ
ҩӃݪ

（Ѩ౦஍෱্）
083-952-0308

たむら医院
（江崎）

083-989-4480

٢෢ҩӃ
（ळึ౦）

083-984-2330

14

日

೔ɾ໷ؒٳ市ޱࢁ
ප਍ྍॴ�※1ٸ
（ถೋࢳ）

083-925-2266

͔͘೴ਆܦ֎Պ
ΫϦχοΫ
（ઘொ）

083-920-1001

ʦ಺Պɾ֎Պʧ
ҩӃݪ౻

（Ѩ౦ੜӢத）
083-954-0331

େਖ਼௨Γ
ΫϦχοΫ
（খ࣏໌܊）

083-902-2037

͔ͬ͞੔ܗ֎Պ
ΫϦχοΫ
（খ܊Լڷ）

083-976-8888

21

日

Έ΄Γ
ΫϦχοΫ
（େ಺ޚງҰ）
083-924-8031

ͱΑͨ੔ܗ֎Պ
ΫϦχοΫ
（େ಺ઍ๥࢛）
083-929-3315

ʦ಺Պʧ
ӜҩӃࡾ

（Ѩ౦ಙࠤத）
083-956-0500

಺Պ؛ࢁ
（খ܊৽ொ）

083-972-2788

Ѩ஌ਢ
ಉਔපӃ
（Ѩ஌ਢ）

0836-65-5555

28

日

やͷ಺Պ
（ொݩ）

083-925-1919

ϊϜϥൻ೘ثՊ
੔ܗ֎Պ
（੨༿୆）

083-933-0011

ʦ಺Պʧ
௡和໺ڞଘපӃ�※2
（ౡࠜࣛݝ଍܊௡和໺ொ）

0856-72-0660

Ѩ஌ਢ
පӃཱڞ
（Ѩ஌ਢ）

0836-65-2200

͔ΉΒ
ΫϦχοΫ
（খ܊༄Ҫా）
083-972-2513

北部地域
●時間／8時30分​
​​​​​​​〜 17時30分

南部地域
●時間／9時　〜 18時

ձࢣ市ҩޱࢁ ٢ೆҩࢣձ

阿東地域
●時間／8時30分​

​​​​​​​​　　　　〜17時30分
　　　　　　

全域
˞ೋ࣍ݩίʔυɾ
࣌ؒ͸ޱࢁ市ҩࢣձ

休日当番医テレホンサービス ･･･録音でご案内しています。
電話番号を登録して外出時などにご利用ください。☎ 083-923-5000

☎
やまぐちのお医者さんnavi･･･

休日当番医や、市内の医療機関を
検索できます。

೔ 月 Ր ਫ　໦ ۚ ౔
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�னٳΈ࣌ؒʹ͍ͭͯ͸ɺ֤ҩྍؔػʹ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

山口市 LINE公式
アカウントの登
録はこちらから。

◀閲覧は
こちらから




